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全体集計�
対象者実数　９，３６５　�

回収数　　　７，２５２　�

　内有効数　６，９７２　�

　内無効数　　 ２８０　�

回収率　　　７７．４４％�

※年代未記入の回答数４１はグラフに表示していません。�

０％� ２０％� ４０％� ６０％� ８０％� １００％�

回収率�

当面静観�
２，３９２�

（３４．３１％）�

当面静観�

勝英地域に合流�
２，６１２�

（３７．４６％）�

勝央町単独�
１，９６８�

（２８．２３％）�

地区別回収率�

勝間田�

植　月�

吉　野�

古吉野�

高　取�

不　明�

合計�

対象者実数�

４，２６０�

１，９４７�

１，３９３�

　 ９６８�

　 ７９７�

－�

９，３６５�

回　収　数�

３，０９４�

１，５７３�

１，１１９�

　 ７３７�

　 ６２２�

　 １０７�

７，２５２�

回　収　率�

７２．６３％�

８０．７９％�

８０．３３％�

７６．１４％�

７８．０４％�

－�

７７．４４％�

�

年代別回収率�

１０代�

２０代�

３０代�

４０代�

５０代�

６０代�

７６．２０％�

－�

７７．４４％�

　 ６０５�

　　 ６０�

７，２５２�

　 ７９４�

－�

９，３６５�

８０代以上�

年代未記入�

合計�

７０代�

対象者実数�

　 ２７３�

１，３１２�

１，２０１�

１，３９３�

１，５９４�

１，３３５�

１，４６３�

回　収　数�

　 １６３�

　 ８５３�

　 ７９３�

１，０２７�

１，３１７�

１，１７４�

１，２６０�

回　収　率�

５９．７１％�

６５．０２％�

６６．０３％�

７３．７３％�

８２．６２％�

８７．９４％�

８６．１２％�

�

年代別回答状況�
年代別各選択肢の回答率�

勝英地域に合流� 勝央町単独�

０％� ２０％� ４０％� ６０％� ８０％� １００％�

３０．３８％�
（４８）�

３０．３８％�
（４８）�

３９．２４％�
（６２）�

３３．７４％�
（２７９）�

３６．８８％�
（３０５）�

２９．３８％�
（２４３）�

３０．６４％�
（２３５）�

４０．１６％�
（３０８）�

２９．２０％�
（２２４）�

３４．２３％�
（３４４）�

３９．６０％�
（３９８）�

２６．１７％�
（２６３）�

３４．５０％�
（４４２）�

３８．５７％�
（４９４）�

２６．９３％�
（３４５）�

３７．１４％�
（４２０）�

３６．０７％�
（４０８）�

２６．７９％�
（３０３）�

３４．８１％�
（４１６）�

３４．９０％�
（４１７）�

３０．２９％�
（３６２）�

３３．８６％�
（１９２）�

３８．６３％�
（２１９）�

１０代�

２０代�

３０代�

４０代�

５０代�

６０代�

７０代�

８０代�
以上�

２７．５１％�
（１５６）�
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地
区
別
回
収
率
で
は
、
植
月
地
区

が
最
も
多
く
８０
・
７９
％
、
勝
間
田
地

区
が
最
も
少
な
く
７２
・
６３
％
で
し
た
。

年
代
別
回
収
率
で
は
、
６０
代
が
最

も
多
く
８７
・
９４
％
、
次
が
７０
代
の

８６
・
１２
％
で
、
２０
代
が
最
も
少
な
く

５９
・
７１
％
で
し
た
。

年
代
別
の
最
も
多
い
選
択
肢
は
、

１０
代
で
は
「
勝
央
町
単
独
」
の
３９
・

２４
％
、
２０
代
で
は
「
勝
英
地
域
に
合

流
」
の
３６
・
８８
％
、
３０
代
で
は
「
勝

英
地
域
に
合
流
」
の
４０
・
１６
％
、
４０

代
で
は
「
勝
英
地
域
に
合
流
」
の

３９
・
６０
％
、
５０
代
で
は
「
勝
英
地
域

に
合
流
」
の
３８
・
５７
％
、
６０
代
で
は

「
当
面
静
観
」
の
３７
・
１４
％
、
７０
代

で
は
「
勝
英
地
域
に
合
流
」
の
３４
・

９０
％
、
８０
代
以
上
で
は
「
勝
英
地
域

に
合
流
」
の
３８
・
６３
％
で
し
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
年
代
別
各
選

択
肢
の
回
答
率
で
も
、
５０
％
を
超
え

た
選
択
肢
が
な
く
、
全
体
集
計
と
同

じ
く
、
ほ
ぼ
町
民
の
意
向
は
３
つ
に

分
か
れ
た
形
と
な
り
ま
し
た
。
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まちの
将来を考える

－シリーズ市町村合併－��

勝英地域合併協議会に加入できない旨を回答�

まちの
将来を考えるまちの
将来を考える

広報紙８月号で、合併アンケート調査集計結果速報をお知らせし

ましたが、その結果を踏まえ７月２８日に開催された勝央町議会市町

村合併調査特別委員会において協議の結果、「勝英地域合併協議会に

加入しない」との結論が出され、同日、勝英地域合併協議会へ回答

を行いました。

今回は、合併協議の結果、合併アンケート調査集計結果の内容に

ついてお知らせします。

平
成
１６
年
６
月
１６
日
、
勝
英
地
域

合
併
協
議
会
か
ら
の
加
入
要
請
を
受

け
て
、
議
会
と
も
協
議
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。
合
併
は
町
の
存
亡
を
か
け

た
重
大
事
で
あ
り
、
広
く
町
民
の
意

向
を
聞
く
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
、

合
併
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
７
月
６
日

か
ら
２４
日
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

７
月
２６
日
、開
封
・
集
計
の
結
果
、

「
当
面
静
観
」
２，
３
９
２
（
３４
・

３１
％
）、「
勝
英
地
域
合
併
協
議
会
に

合
流
」（
以
下
「
勝
英
地
域
に
合
流
」）

２，
６
１
２
（
３７
・
４６
％
）
、
「
勝
央

町
単
独
」
１，
９
６
８
（
２８
・
２３
％
）

と
な
り
、
「
勝
英
地
域
に
合
流
」
が

１
番
多
か
っ
た
も
の
の
、
ほ
ぼ
町
民

の
意
向
は
３
つ
に
分
か
れ
た
形
と
な

り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
を
受
け
、
７
月
２８
日
、

勝
央
町
議
会
市
町
村
合
併
調
査
特
別

委
員
会
を
開
催
し
、
慎
重
に
協
議
し

た
結
果
、
議
会
と
し
て
も
勝
英
地
域

合
併
協
議
会
に
加
入
し
な
い
と
の
結

論
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
の
意
向

も
踏
ま
え
て
総
合
的
に
判
断
し
た
結

果
、
勝
英
地
域
合
併
協
議
会
に
加
入

で
き
な
い
と
の
結
論
に
達
し
、同
日
、

勝
英
地
域
合
併
協
議
会
へ
文
書
で
回

答
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
回

答
を
い
た
だ
い
た
７，
２
５
２
人

（
無
効
を
含
む
）
の
う
ち
、
問
５

の
自
由
意
見
記
載
欄
に
２，
１
７

９
人
（
記
載
率
３０
・
０５
％
）
の
人

が
意
見
を
記
載
さ
れ
ま
し
た
。

記
載
さ
れ
た
主
な
ご
意
見
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

■
３
つ
の
選
択
肢
に
共
通
し
て
寄

せ
ら
れ
た
意
見

◇
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
遅
す
ぎ
る
。

◇
行
財
政
改
革
（
議
員
及
び
職
員

数
、
給
料
の
削
減
、
経
費
節
減

等
）
を
行
う
。

◇
乳
幼
児
及
び
児
童
生
徒
医
療
費

給
付
制
度
は
是
非
存
続
し
て
ほ

し
い
。

◇
奈
義
町
や
津
山
市
と
の
合
併
は

で
き
な
い
の
か
。

◇
町
執
行
部
・
議
会
等
の
責
任
の

追
及
・
お
叱
り
等

■「
当
面
静
観
」を
選
択
し
た
人
の

主
な
意
見

◇
合
併
に
関
し
て
１０
数
年
後
を
見

据
え
て
慎
重
に
進
め
て
ほ
し
い
。

◇
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な

が
る
合
併
は
や
め
て
ほ
し
い
。

◇
借
金
の
多
い
町
・
財
政
力
の
弱

い
町
と
の
合
併
は
不
安
だ
。

■「
勝
英
地
域
に
合
流
」を
選
択
し

た
人
の
主
な
意
見

◇
国
の
方
針
で
単
独
で
は
交
付
税

を
減
ら
さ
れ
、
い
ず
れ
合
併
し

な
け
れ
ば
や
っ
て
い
け
な
い
の

な
ら
合
併
し
た
方
が
よ
い
。

◇
子
ど
も
や
次
の
世
代
の
将
来
を

考
え
て
、
合
併
し
て
ほ
し
い
。

◇
い
い
と
こ
取
り
は
無
理
。
小
異

を
捨
て
て
大
局
を
み
て
、い
ろ
い

ろ
問
題
が
あ
っ
て
も
、近
隣
同
士

お
互
い
助
け
合
う
方
が
よ
い
。

■「
勝
央
町
単
独
」を
選
択
し
た
人

の
主
な
意
見

◇
合
併
に
よ
り
財
政
力
指
数
が
低

下
す
る
よ
う
な
合
併
で
は
、
な

ん
の
た
め
の
合
併
か
分
か
ら
な

い
。

◇
（
合
併
し
て
も
）
苦
し
い
な
ら
、

単
独
で
苦
し
い
方
が
ま
し
だ
。

◇
行
財
政
改
革
（
議
員
及
び
職
員

数
、
給
料
の
削
減
等
）
を
断
行

し
て
、
単
独
で
い
く
べ
き
。

■「
無
効
」だ
っ
た
人
の
主
な
意
見

◇
奈
義
町
と
合
併
し
た
ら
よ
い
の

で
選
択
で
き
な
い
。

◇
津
山
市
と
合
併
し
た
ら
よ
い
の

で
選
択
で
き
な
い
。

◇
よ
く
分
か
ら
な
い
。

勝
英
地
域
合
併
協
議
会
に

加
入
で
き
な
い
と
の
結
論

合
併
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
自
由
意
見
記
載
欄
か
ら
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勝央町制施行５０周年記念式典�

時　　間�

１０：００～１２：１５�

プログラム�

式　典�

場　所�

勝央文化ホール�

１０月９日（土）�

第２３回金時祭�

時 間�

１２：１５�

１３：３０�

１４：３０�

１６：３０�

18：00

２０：００�

１０月１０日（日）�

祭 り 広 場�金時パレード、式典�　９：００�

時 間�

１０：１０�
１２：４０�

１０：５０�

１１：１０�

１２：００�

１３：２０�

14：00

プ ロ グ ラ ム�

ストリートライブ�
大正琴演奏（スイートハーモニー）�

ストリートライブ�
エレキバンド演奏（ノースベンチャーズ）�

黒豆フェスタイベント�

ふるさと総おどり�

鼓響祭（金時太鼓コンサート）�

花火大会�

プ ロ グ ラ ム�

キャラクターショー�
（仮面ライダー１号）�

ストリートダンス�
（ダンススタイル）�

金時俵運び大会�

黒豆フェスタイベント�

ストリートライブ�
（ファンキースリー、THE FAMILY GANG）�

金時歌謡ショー�
金沢明子、河内家菊水丸、jiroh-maru（ジローマル）�

場　所�

祭り広場ステージ�

祭り広場ステージ�

祭り広場ステージ�

祭 り 広 場�

勝央文化ホール�

勝間田駅南側�

場　所�

祭り広場ステージ�

祭り広場ステージ�

祭 り 広 場�

祭り広場ステージ�

祭り広場ステージ�

勝央文化ホール�

１０月９日（土）�

往信の表面� 返信の裏面�

入
場
整
理
券
を�

印
刷
し
ま
す
の
で
、�

何
も
書
か
な
い
で�

く
だ
さ
い�

往 信� 返 信�

郵 便 往 復 は が き�

７� ４�３�１�６�０�９�

返信の表面� 往信の裏面�
郵 便 往 復 は が き�

応
募
さ
れ
る
人
の�

住
所
、氏
名
を�

ご
記
入
く
だ
さ
い�

勝
央
町
勝
間
田
２
０
１�

勝
央
町
役
場�

　
　
　「
観
覧
受
付
」係�

○○○観覧希望�

①住所　　�
②氏名　　�
③電話番号�

　「鼓響祭」または「歌謡ショー」とはっきり明記してください。１枚のハガキで両方を応募することはで�
きませんので、両方を希望される場合は、それぞれ応募してください。�
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勝
央
町
で
亡
く
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
坂
田
金
時
（
金
太
郎
）
に
あ
や
か

り
始
ま
っ
た
金
時
祭
。
今
年
は
勝
央
町
制
施
行
５０
周
年
を
迎
え
、
勝
央
文
化

ホ
ー
ル
と
勝
央
図
書
館
周
辺
を
会
場
に
金
時
祭
と
５０
周
年
記
念
式
典
を
同
日

開
催
し
ま
す
。

先
人
た
ち
が
歩
み
築
い
た
文
化
・
歴
史
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
明
日
の

勝
央
町
を
担
う
子
ど
も
た
ち
や
郷
土
を
離
れ
活
躍
す
る
若
者
た
ち
に
応
援
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
届
く
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
多
彩
に
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
お
揃
い
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

５０
年
の
歩
み

起
・
承
・
転
…
飛
翔

―
つ
な
ご
う
未
来
へ

勝
央
町
制
施
行
５０
周
年
記
念
事
業

第
２３
回

金
時
祭

「
鼓
響
祭
」
と
「
金
時
歌
謡
シ
ョ
ー
」
は
勝
央
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
座
席
数
が
６
６
６
席
で
、
昨
年
ま
で
の
よ
う
に
野
外
で
多
く
の
皆
さ

ん
に
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
観
覧
ご
希
望
の
人
は
、
往
復
ハ

ガ
キ
に
「
○
○
○
観
覧
希
望
」
と
明
記
の
上
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
返
信

用
ハ
ガ
キ
を
入
場
整
理
券
と
し
て
返
送
し
ま
す
。
ハ
ガ
キ
１
通
で
２
人
ま
で

観
覧
で
き
ま
す
。
応
募
は
１
人
１
通
の
み
有
効
で
す
。
な
お
、
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

■
「
鼓
響
祭
」
応
募
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
と
「
鼓
響
祭
観
覧
希

望
」
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
公
民
館

�
３８
―
２
５
８
０

■
「
金
時
歌
謡
シ
ョ
ー
」
応
募

方
法往

復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
と
「
歌
謡
シ
ョ
ー
観

覧
希
望
」
と
明
記
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
産
業
課

�
３８
―
３
１
１
２

■
応
募
先

〒
７
０
９
―
４
３
１
６
　
勝

央
町
勝
間
田
２
０
１

勝
央
町

役
場
「
観
覧
受
付
」
係

■
応
募
締
切

９
月
１７
日（
金
）必
着

◎
詳
細
に
つ
い
て
は
、
１０
月
上
旬
に
新
聞
折
込
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
鼓
響
祭
」と「
金
時
歌
謡
シ
ョ
ー
」の
観
覧
に
は

入
場
整
理
券
が
必
要
で
す

河内家菊水丸

金沢　明子

jiroh-maru（ジローマル）（勝央町出身）

金時歌謡ショー
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勝
間
田
高
校
な
ぎ
な
た
部
は
、
昭

和
５７
年
に
剣
道
部
と
し
て
活
動
を
開

始
、
同
年
大
変
な
苦
労
の
末
、
な
ぎ

な
た
部
と
し
て
創
部
さ
れ
ま
し
た
。

創
部
者
は
、
木
村
泰
二
さ
ん
（
現
在
、

勝
央
町
教
育
委
員
長
）で
、「
継
続
は

力
な
り
」の
部
訓
を
か
か
げ
、当
時
は

剣
道
の
素
早
い
ス
ピ
ー
ド
と
練
習
法

を
導
入
し
、
朝
、
夕
、
夜
と
猛
練
習
に

明
け
暮
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

そ
の
後
、
創
部
３
年
目
に
し
て
、

全
国
高
等
学
校
な
ぎ
な
た
選
手
権
大

会
、
国
民
体
育
大
会
で
２
冠
を
成
し

遂
げ
、
全
国
制
覇
。
日
本
一
に
輝
き

ま
し
た
。

そ
し
て
、
現
在
２２
年
目
を
迎
え
ま

す
が
、
通
算
全
国
大
会
６
回
、
国
民

体
育
大
会
６
回
と
い
う
輝
か
し
い
成

果
を
あ
げ
、
中
で
も
１
９
８
８
年
に

は
、
全
国
大
会
優
勝
・
国
体
優
勝
の

２
冠
。
翌
年
も
２
冠
を
成
し
遂
げ
、

２
連
覇
を
達
成
。全
国
に
名
を
広
め
、

な
ぎ
な
た
の
推
進
役
と
し
て
常
に
ト

ッ
プ
に
挑
み
続
け
る
真
摯
な
姿
勢

は
、
今
も
な
お
脈
々
と
受
け
継
が
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
勝
間
田
高
校
正
門
入
口
に

は
、「
栄
光
」と
題
し
、平
成
８
年
３
月
、

４
人
の
恩
師
（
木
村
泰
二
さ
ん
・
牧

野
進
輔
さ
ん
・
龍
門
賢
司
さ
ん
・
野
々

上
美
夫
さ
ん
）
の
寄
贈
に
よ
り
、
な

ぎ
な
た
・
軟
式
庭
球
・
登
山
競
技
・

農
業
鑑
定
競
技
な
ど
全
国
制
覇
の
歴

史
が
記
念
碑
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
校
舎
内
の
一
室
に
は
、
当

時
の
記
録
写
真
、
大
会
で
の
様
子
、

優
勝
メ
ダ
ル
な
ど
数
多
く
展
示
し
、

感
動
と
躍
動
の
記
録
が
鮮
明
に
残
っ

て
い
ま
す
。

平
成
１７
年
お
か
や
ま
国
体
へ
向

け
、残
り
１
年
余
り
と
な
り
ま
し
た
。

み
ん
な
の
力
で
国
体
を
盛
り
上
げ
、

あ
ら
ゆ
る
競
技
で
勝
央
町
出
身
の
選

手
が
多
く
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

７
月
２７
日
、
宿
泊
・
衛
生
専
門
委

員
会
を
開
催
し
、
今
後
の
民
泊
に
つ

い
て
検
討
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
以
前
か
ら
お
願
い
し
て

い
ま
し
た
、
監
督
・
選
手
３
７
６
人

の
民
泊
受
け
入
れ
家
庭
９７
世
帯
（
う

ち
６
世
帯
は
予
備
家
庭
）
が
決
定
し

ま
し
た
。

各
地
区
に
あ
る
１２
の
公
会
堂
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
等
を
利
用
し
、

こ
れ
か
ら
各
地
区
で
立
ち
上
げ
て
い

た
だ
く
「
民
泊
協
力
会
」
を
中
心
に
、

お
世
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
食

事
、
歓
迎
会
、
応
援
等
、
地
域
で
監

督
・
選
手
を
盛
り
上
げ
る
と
と
も
に

地
域
交
流
、ふ
れ
あ
い
の
輪
を
広
げ
、

思
い
出
に
残
る
素
晴
ら
し
い
大
会
と

な
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

７
月
２５
日
、
静
岡
県
武
道
館
に
お

い
て
全
国
各
地
男
女
約
４
０
０
人

（
１
１
１
団
体
）
が
参
加
し
、
Ｊ
Ｏ

Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

第
１２
回
全
国
中
学
生
な
ぎ
な
た
大
会

が
開
催
さ
れ
、
団
体
の
部
で
勝
央
な

ぎ
な
た
ク
ラ
ブ
（
高
山
由
起
子
・
野

上
絵
未
・
植
月
春
圭
選
手
）
が
準
優

勝
、
養
徳
館
（
梶
並
恵
・
竹
久
春

香
・
戸
田
愛
里
選
手
）
が
５
位
入
賞

と
い
う
輝
か
し
い
成
績
を
お
さ
め
ま

し
た
。

ま
た
、
８
月
８
日
、
日
本
武
道
館

に
お
い
て
全
日
本
少
年
武
道
（
な
ぎ

な
た
）
錬
成
大
会
が
開
催
さ
れ
、
中

学
校
２
年
生
　
梶
並
恵
さ
ん
は
昨
年

に
引
き
続
き
２
連
覇
、
中
学
校
３
年

生
　
竹
久
春
香
さ
ん
は
５
連
覇
を
達

成
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
８
月
２
日
〜
４
日
、
島

根
県
斐
川
町
体
育
館
に
お
い
て
平
成

１６
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
が
開
催
さ
れ
、

個
人
の
部
で
勝
間
田
高
校
２
年
生

山
下
み
ど
り
さ
ん
が
３
位
入
賞
を
果

た
し
、
山
下
さ
ん
は
「
来
年
は
必
ず

優
勝
し
ま
す
」
と
新
た
な
決
意
を
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

（
大
会
の
成
績
は
Ｐ
１４
に
掲
載
）

毎
年
開
催
さ
れ
る
国
体
で
は
、
な
ぎ
な
た
競
技
少
年
の
部
に
勝
間

田
高
校
か
ら
も
選
手
が
出
場
し
、
活
躍
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
勝

間
田
高
校
な
ぎ
な
た
部
の
創
部
以
降
の
功
績
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
国
体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
更
新
し
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
は

h
ttp
://w
w
w
.to
w
n
.sh
o
o
.o
k
a
ya
m
a
.jp
/k
o
k
u
ta
i/in
d
e
x.h
tm
l

勝
間
田
高
校
な
ぎ
な
た
部

創
部
３
年
目
で
日
本
一
!!

今年は勝央町制施行５０周年

▲過去の「栄光」が刻まれた記念碑

民
泊
に
つ
い
て

全
国
大
会
で
好
成
績
！
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新
勝
央
工
業
団
地
に（
株
）オ
ガ
ワ
エ
コ
ノ
ス

（
本
社
　
府
中
市
）
の
企
業
進
出
が
決
ま
り
、

７
月
２２
日
、
ノ
ー
ス
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
に
お
い
て
、

立
地
協
定
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
西
田
町
長
、
同
社
の
小
川
勲
社
長
、

岡
山
県
産
業
労
働
部
企
業
立
地
・
物
流
推
進
課

高
橋
潔
統
括
参
事
、
立
会
人
の
岡
本
町
議
会
議

長
が
協
定
書
等
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

同
社
は
、
紙
く
ず
・
木
く
ず
・
廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
類
を
主
原
料
と
す
る
石
油
代
替
固
形
燃
料

（
Ｒ
Ｐ
Ｆ
）
の
生
産
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
１７

年
３
月
の
操
業
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
株
）オ
ガ
ワ
エ
コ
ノ
ス
と
立
地
協
定

平
成
１７
年
３
月
操
業
予
定

第
１
期
は
３
日
と
１０
日
に
開
催
さ

れ
、
受
講
生
は
２８
人
。
栄
養
士
や
栄
養

委
員
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
１
回
目

は
チ
ャ
ー
ハ
ン
・
味
噌
汁
・
サ
ケ
の
バ

タ
ー
焼
き
・
き
ゅ
う
り
の
酢
の
物
な
ど

を
つ
く
り
、
２
回
目
は
夏
の
カ
レ
ー
・

鳥
の
か
ら
揚
げ
・
野
菜
サ
ラ
ダ
・
オ
レ

ン
ジ
ゼ
リ
ー
な
ど
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

第
１
期
に
参
加
し
た
丸
尾
か
な
ち
ゃ

ん
は
「
１
回
目
に
つ
く
っ
た
サ
ケ
の
バ

タ
ー
焼
き
を
家
で
つ
く
っ
た
ら
、
お
父

さ
ん
が
お
い
し
い
と
喜
ん
で
く
れ
た
。

今
日
の
カ
レ
ー
は
、
家
の
カ
レ
ー
よ
り

も
お
い
し
い
。
お
母
さ
ん
に
は
悪
い
け

ど
」
と
大
好
物
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
ほ
お

ば
り
な
が
ら
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

８
月
３
日
か
ら
毎
週
火
曜
日
に
、
町

内
小
学
校
３
年
生
か
ら
６
年
生
を
対
象

と
し
た
「
夏
休
み
子
ど
も
料
理
教
室
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

料

理

に

挑

戦

夏
休
み
子
ど
も
料
理
教
室

�チャーハンも味噌汁も上手にできました

�
協
定
書
を
取
り
交
わ
し
、
握
手
を
す
る
西
田
町
長

（
右
）と
小
川
社
長（
左
）

勝
央
工
業
団
地
に
岡
山
中
央
陸
運
倉
庫（
株
）

（
本
社
　
黒
土
）の
企
業
進
出
が
決
ま
り
、
８
月

２０
日
、
勝
央
町
役
場
に
お
い
て
、
立
地
協
定
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
西
田
町
長
、
同
社
の
大
原
達
男
社

長
、
立
会
人
の
岡
本
町
議
会
議
長
が
協
定
書
等

を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

同
社
は
現
在
黒
土
地
内
で
同
工
業
団
地
内
企

業
の
製
品
の
保
管
、
配
送
を
行
っ
て
お
り
、
同

工
業
団
地
内
の
企
業
跡
地
へ
移
転
し
、
規
模
拡

大
を
図
る
も
の
で
平
成
１７
年
１
月
の
操
業
開
始

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

岡
山
中
央
陸
運
倉
庫（
株
）と
立
地
協
定

平
成
１７
年
１
月
操
業
予
定

�
協
定
書
を
取
り
交
わ
し
、
握
手
を
す
る
西
田
町
長

（
左
）と
大
原
社
長（
右
）

工 業 団 地 に 企 業 進 出

来
年
開
催
さ
れ
る
晴
れ
の

国
お
か
や
ま
国
体
へ
向
け

て
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
啓

発
と
町
内
美
化
の
た
め
に
役

立
て
て
ほ
し
い
と
、
勝
央
局

団
体
保
険
加
入
者
連
合
会

（
赤
堀
通
泰
会
長
）
か
ら
勝

央
町
国
体
実
行
委
員
会
へ
、

花
い
っ
ぱ
い
啓
発
用
看
板
３６

基
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

勝央町国体実行委員会へ
花いっぱい啓発用看板を寄贈
勝央局団体保険加入者連合会

寄
贈
さ
れ
た
花
い
っ
ぱ
い
啓
発
用
看
板
▼

今年は勝央町制施行５０周年

あ�
れ�れ�こ�
まちの話題�

あ�
れ�れ�こ�
まちの話題�

た
。こ

の
大
会
は
、
情
報
処
理
技
能

検
定
試
験
１
級
合
格
者
が
出
場
の

条
件
で
、
表
計
算
ソ
フ
ト
を
使
っ

て
、
問
題
の
処
理
条
件
を
ク
リ
ア

し
、
早
さ
に
よ
る
速
度
得
点
と
、

正
確
性
に
よ
る
作
表
得
点
の
合
計

点
で
競
い
ま
す
。

竹
内
さ
ん
は
「
ど
ん
な
タ
イ
プ

の
問
題
に
も
対
応
で
き
る
よ
う

に
、
練
習
を
積
み
重
ね
て
き
た
こ

と
が
優
勝
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

団
体
の
部
は
準
優
勝
で
し
た
が
、

後
輩
に
は
私
た
ち
の
果
た
せ
な
か

っ
た
優
勝
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て

ほ
し
い
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

８
月
６
日
、
愛
知
県
一
宮
市
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
第
１８
回
全
国

情
報
処
理
技
能
競
技
大
会
個
人
の

部
で
津
山
商
業
高
校
３
年
生
の
竹

内
悠
貴
さ
ん
（
黒
坂
）
が
優
勝
し
、

愛
知
県
教
育
委
員
会
賞
も
併
せ
て

受
賞
し
ま
し
た
。
団
体
の
部
で
は

津
山
商
業
高
校
が
準
優
勝
し
ま
し

第
１８
回
全
国
情
報
処
理
技
能
競
技
大
会
優
勝

竹
内
悠
貴
さ
ん（
黒
　
坂
）

▼「さをり織り」に挑戦
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�優勝した竹内悠貴さん

７
月
１８
日
、
「
織
り
・
染
め
・
切
り

絵
の
夏
休
み
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
が
勝

央
美
術
文
学
館
で
開
催
さ
れ
、
約
６０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

「
織
り
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ど
ん

ぐ
り
工
房
（
津
山
市
）
の
皆
さ
ん
の
指

導
で
「
さ
を
り
織
り
」
の
体
験
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
縦
糸
を
張
っ

た
４
台
の
織
り
機
に
分
か
れ
て
、
好
き

な
色
の
横
糸
を
シ
ャ
ト
ル
に
入
れ
、
縦

糸
の
間
に
通
し
て
糸
を
押
え
て
足
を
踏

み
替
え
、
こ
の
動
作
を
繰
り
返
し
て
織

っ
て
い
き
ま
し
た
。
途
中
で
横
糸
の
色

を
変
え
て
、
と
て
も
カ
ラ
フ
ル
な
「
さ

を
り
織
り
」
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

初
め
て
参
加
し
た
杉
原
七
海
ち
ゃ
ん

は
「
楽
し
か
っ
た
で
す
。
き
れ
い
に
で

き
た
と
思
い
ま
す
。部
屋
に
飾
り
た
い
」

と
感
想
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

織り・染め・切り絵の
夏休みワークショップ

勝央美術文学館

８
月
６
日
、
岡
山
県
総
合
福
祉

会
館
で
岡
山
県
統
計
大
会
が
開
催

さ
れ
、
水
島
弘
江
さ
ん
（
植
月
北
）

が
岡
山
県
統
計
協
会
総
裁
表
彰

を
、
川
井
全
恵
さ
ん
（
東
吉
田
）

が
岡
山
県
統
計
協
会
長
表
彰
を
受

賞
し
ま
し
た
。

水
島
さ
ん
は
、
統
計
調
査
員
と

し
て
１５
年
間
、
国
勢
調
査
、
農
林

業
セ
ン
サ
ス
調
査
な
ど
３９
回
の
統

計
調
査
に
尽
力
さ
れ
、
そ
の
功
績

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

川
井
さ
ん
は
、
統
計
調
査
員
と

し
て
１０
年
間
、
国
勢
調
査
、
事
業

所
・
企
業
統
計
調
査
な
ど
３４
回
の

統
計
調
査
に
尽
力
さ
れ
、
そ
の
功

績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

統計調査に尽力
岡山県統計協会総裁表彰　水島弘江さん（植月北）

岡山県統計協会長表彰　　川井全恵さん（東吉田）

▲川井全恵さん ▲水島弘江さん
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て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
「
鬼
一

法
眼
三
略
の
巻
」
五
条
橋
の
段

で
は
、
弁
慶
と
牛
若
丸
の
や
り

取
り
を
巧
み
に
表
現
し
、
「
傾

城
阿
波
鳴
門
」
巡
礼
歌
の
段
で

は
、
子
を
思
う
母
の
切
な
い
気

持
ち
が
伝
わ
り
、
観
客
の
涙
を

誘
い
ま
し
た
。

観
客
の
一
人
は
「
上
手
な
の

を
通
り
越
し
て
い
て
、
感
動
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
し

た
し
ぐ
さ
や
、
声
、
三
味
線
、

太
鼓
が
ぴ
っ
た
り
合
っ
て
い
て

素
晴
ら
し
か
っ
た
。
伝
統
芸
能

を
守
り
続
け
て
ほ
し
い
」
と
涙

な
が
ら
に
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。人

形
を
操
る
の
は
と
て
も
難

し
く
、
特
に
頭
を
担
当
す
る
と

き
は
手
と
目
線
を
合
わ
せ
る
こ

と
や
気
持
ち
を
入
れ
る
こ
と
が

難
し
い
そ
う
で
す
。
ほ
と
ん
ど

毎
日
、放
課
後
に
２
時
間
、夏
休

み
中
は
４
〜
５
時
間
、
休
日
は

７
〜
８
時
間
の
と
き
も
あ
る
と

い
う
練
習
の
成
果
が
勝
央
公
演

の
成
功
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

８
月
９
日
と
１０
日
の
２
日

間
、
勝
央
町
文
化
協
会
主
催
事

業
「
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
」
が
行

わ
れ
、
２
日
間
で
約
３
０
０
人

が
来
場
し
ま
し
た
。

公
演
は
、
淡
路
島
三
原
町
立

三
原
中
学
校
郷
土
部
に
よ
る
も

の
で
、
３
つ
の
外
題
を
披
露
し

ま
し
た
。

「
戎
舞（
え
び
す
ま
い
）」
で

は
勝
央
町
特
産
の
桃
や
、
淡
路

特
産
の
玉
ね
ぎ
、
人
形
浄
瑠
璃

カ
ル
タ
が
釣
れ
、
戎
さ
ま
か
ら

観
客
に
手
渡
す
な
ど
趣
向
を
凝

ら
し
た
内
容
で
、
笑
い
を
誘
っ

淡
路
中
学
生
が
熱
演

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
公
演

す
」
と
感
激
さ
れ
て
い
ま
し

た
。河

村
さ
ん
へ
は
、
勝
央
町

か
ら
花
束
と
、
ノ
ー
ス
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
か
ら
ロ
ッ
ジ
の
宿
泊

券
、
金
時
フ
ァ
ー
ム
か
ら
レ

ス
ト
ラ
ン
の
食
事
券
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

２１
日
、
２２
日
と
ノ
ー
ス
ヴ

ィ
レ
ッ
ジ
で
は
「
自
然
ふ
れ

あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が

開
催
さ
れ
、
第
１
回
チ
ェ
ン

ソ
ー
ア
ー
ト
競
技
岡
山
大

会
、
首
里
フ
ジ
コ
ラ
イ
ブ
シ

ョ
ー
、
沖
縄
物
産
展
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
で
多
く
の
人
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

８
月
２１
日
、
ノ
ー
ス
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
の
入
園
者
が
２
０
０

万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。
平

成
９
年
４
月
開
園
以
来
７
年

４
カ
月
で
の
達
成
で
す
。
２

０
０
万
人
目
の
入
園
者
と
な

っ
た
の
は
倉
敷
市
の
河
村
房

江
さ
ん
で
、
ご
主
人
と
、
３

人
の
娘
さ
ん
、
お
孫
さ
ん
の

６
人
で
来
園
さ
れ
ま
し
た
。

ノ
ー
ス
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
の
来
園

は
初
め
て
で
、
ソ
ー
セ
ー
ジ

づ
く
り
の
体
験
に
来
ら
れ
た

そ
う
で
す
。
河
村
さ
ん
は

「
今
ま
で
こ
う
い
っ
た
大
々

的
な
歓
迎
を
受
け
た
こ
と
は

初
め
て
で
す
。
う
れ
し
い
で

ノ
ー
ス
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
入
園
者
２
０
０
万
人
達
成
！

開
園
以
来
７
年
４
カ
月
で
達
成

▲
観
客
の
涙
を
誘
っ
た「
傾
城
阿
波
鳴
門
」巡
礼
歌
の
段

７
月
２３
日
、（
社
）津
山
法
人
会
勝
央
支
部
（
佐
桑
泰
三

会
長
　
会
員
９６
企
業
）が
、７
月
１８
日
に
福
井
県
を
襲
っ
た

集
中
豪
雨「
福
井
豪
雨
」の
被
災
地
の
皆
さ
ん
に
役
立
て
て

ほ
し
い
と（
社
）福
井
県
法
人
会
連
合
会
を
と
お
し
て
タ
オ

ル
約
７
０
０
枚
を
現
地
災
害
対
策
本
部
へ
送
り
ま
し
た
。

「
福
井
豪
雨
」被
災
地
へ
災
害
見
舞
い

（
社
）津
山
法
人
会
勝
央
支
部

�
２
０
０
万
人
目
の
入
園
者
　
河
村
さ
ん
ご
一
家

▲第１回チェンソーアート競技岡山大会
チェンソーだけを使って彫ったとは思えないほど

素晴らしい作品ばかりでした
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８
月
４
日
、
町
内
５
つ
の
保
育
園
で
中
学
生
保
育
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
体
験
が
行
わ
れ
、
３
年
生
４０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

古
吉
野
保
育
園
で
は
、
８
人
の
中
学
生
が
参
加
し
、
サ
ッ

カ
ー
、
折
り
紙
遊
び
、
水
鉄
砲
遊
び
、
プ
ー
ル
遊
び
な
ど
を

し
て
、
園
児
た
ち
の
パ
ワ
ー
に
驚
き
な
が
ら
、
ふ
れ
あ
い
体

験
を
楽
し
み
ま
し
た
。
プ
ー
ル
遊
び
で
は
、
中
学
生
の
お
兄

ち
ゃ
ん
お
姉
ち
ゃ
ん
に
ま
た
が
り
、
水
上
騎
馬
戦
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
中
学
生
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。
香
本
歩
美
さ
ん

は
「
最
初
は
す
ご
く
緊
張
し
ま
し
た
が
、
園
児
か
ら
話
し
か

け
て
く
れ
た
の
で
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
子
ど
も
が
好
き
な

の
で
将
来
、
保
育
士
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」、
河

本
梓
太
郎
く
ん
は
「
子
ど
も
た
ち
と
話
を
し
て
み
た
い
な
ぁ

と
思
っ
た
の
で
参
加

し
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
も
明
る
く
、
み

ん
な
素
直
で
楽
し
い

な
ぁ
と
思
い
ま
し

た
」
と
感
想
を
聞
か

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
勝

央
町
愛
育
委
員
会
、

保
育
園
、
中
学
校
の

協
力
事
業
と
し
て
平

成
４
年
か
ら
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

中
学
生
の
お
兄
ち
ゃ
ん
お
姉
ち
ゃ
ん
大
人
気

中
学
生
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

あ�
れ�れ�こ�
まちの話題�

あ�
れ�れ�こ�
まちの話題�７

月
１８
日
、
古
吉
野
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
生
活
講
座
の
第

１
回
目
と
し
て
「
家
庭
で
で
き
る

網
戸
張
り
替
え
講
座
」を
開
催
し
、

約
２０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

地
元
の
ガ
ラ
ス
店
勤
務
を
さ
れ

て
い
る
人
を
講
師
に
迎
え
て
コ
ー

ナ
ー
の
入
れ
方
、
た
る
ま
な
い
コ

ツ
な
ど
を
指
導
い
た
だ
き
な
が
ら

手
本
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
参
加
者
は
最
初
２
人
１
組
に

な
り
網
を
張
り
、
ゴ
ム
を
ロ
ー
ラ

ー
で
は
め
る
実
習
を
行
い
ま
し

た
。
要
領
が
分
か
る
と
１
人
で
も

手
際
よ
く
張
れ
る
よ
う
に
な
り
、

小
学
生
の
参
加
者
も
上
手
に
張
り

替
え
て
い
ま
し
た
。

約
２
時
間
で
大
小
４０
枚
の
網
戸

が
張
り
替
え
ら
れ
ま
し
た
。
参
加

者
は
家
の
網
戸
も
張
り
替
え
る
と

意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

∧
記
事
提
供
∨

古
吉
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィセ

ン
タ
ー

生
涯
学
習
推
進
委
員小

村
基
子

網
戸
張
り
替
え
に
挑
戦

古
吉
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
網
戸
張
り
替
え
講
座

�講師の作業に見入る参加者

�水上騎馬戦で盛り上がりました

今年は勝央町制施行５０周年

▼指導を受ける消防団員

７
月
２８
日
、
勝
央
町
消
防
団
規
律

訓
練
が
北
部
運
動
公
園
グ
ラ
ン
ド
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

規
律
訓
練
に
は
、
消
防
団
員
約
１

０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
福
島
団

長
か
ら
「
規
律
訓
練
は
消
防
団
に
と

っ
て
基
本
中
の
基
本
で
す
。
地
域
の

安
全
と
自
身
の
安
全
を
守
る
た
め
に

も
規
律
を
し
っ
か
り
と
身
に
つ
け
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
訓
示
を
受
け
た

あ
と
、
津
山
圏
域
消
防
組
合
勝
央
出

張
所
　
下
山
所
長
の
指
揮
に
よ
り
、

各
個
訓
練
、
小
隊
で
の
横
隊
要
領
、

中
隊
の
集
合
と
解
散
に
つ
い
て
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
規
律
訓
練
は
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
、
的
確
に
迅
速
な
行
動
が
で

き
る
よ
う
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

規
律
訓
練
は
消
防
団
の
基
本

勝
央
町
消
防
団
規
律
訓
練
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9：00～17：00�
入園無料�

休園日：火曜日�

の
ん
び
り
�

の
ん
び
り
�

の
ん
び
り
�

の
ん
び
り
�

の
ん
び
り
�

《カボチャ重量当てクイズ》（無料）
日　時　９月１日（水）～１０月１０日（日）
内　容　巨大カボチャの重さをヒント

と直感で当てよう。ピタリ賞
には特製ヨーグルト１箱プレ
ゼント!!

《山野草展示》（一部有料）
日　時　９月１１日（土）～１２日（日）
内　容　ファーマーズハウス

山野草展示会
花時計前
即売会（１０：００～１５：００）

《ケーキ＆デザートバイキング》（有料）
日　時　９月１１日（土）～１２日（日）

１４：００～１６：００
《プロ・リバと遊ぼ！》（無料）
日　時　９月１２日（日）
内　容　楽しくておもしろい紙芝居を

見にきてね。（２回／日）
《ぶどう狩り体験》（有料）

日　時　～１０月１７日（日）
（土・日・祝日のみ）

１０：００～１７：００
内　容　ニューピオーネが食べ放題。

９月イベント情報

●

今
月
の
展
示

●

（
１０
月
３
日（
日
）ま
で
）

・
勝
央
町
制
施
行
５０
周
年
記
念
事
業

勝
央
町
総
合
文
化
施
設
プ
レ
オ
ー
プ
ン
特
別
企
画

「
出
雲
街
道
展
〜
歴
史
を
語
る
街
道
、
今
昔
〜
」

「
写
真
で
綴
る
勝
央
町
百
年
」

・
プ
チ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
「
こ
ど
も
の
□（
視
覚
）
ｖ
ｏ
ｌ．
５

―
人
・
植
物
・
空
想
―
」

●

今
月
の
ト
ピ
ッ
ク

●

「
出
雲
街
道
展
〜
歴
史
を
語
る
街
道
、
今
昔
〜
」

出
雲
街
道
は
、
ほ

ぼ
現
在
の
国
道
１
７

９
号
線
及
び
１
８
１

号
線
に
沿
っ
て
播
州

姫
路
か
ら
雲
州
松
江

に
至
る
藩
政
期
の
街

道
で
す
。
本
町
の
勝

間
田
は
、
出
雲
街
道

の
要
衝
と
し
て
古
く

か
ら
栄
え
、
雲
州
の

七
里
飛
脚
が
置
か
れ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

小
さ
な
宿
場
な
が
ら

２
つ
の
本
陣
が
あ
り
、
当
時
か
ら
活
況
を
呈
し
て
い
ま
し
た
。
２
つ
の
本
陣

と
は
、
松
江
・
勝
山
両
侯
の
宿
所
で
あ
る
木
村
家
と
、
津
山
侯
の
宿
所
で
あ

る
下
山
家
で
す
。
木
村
本
陣
は
、
勝
間
田
町
役
場
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
し
た

が
、
現
在
は
美
作
町
中
尾
に
移
築
さ
れ
、
姿
を
留
め
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
下

山
本
陣
は
、
一
部
を
復
元
修
復
し
、
当
時
の
名
残
り
を
勝
間
田
の
地
に
留
め

て
い
ま
す
。

今
回
の
「
出
雲
街
道
展
」
は
、
姫
路
か
ら
松
江
に
至
る
街
道
全
体
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
、
豊
富
な
写
真
と
資
料
で
出
雲
街
道
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い

ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
高
覧
を
い
た
だ
き
、
今
後
の
研
究
の
基
礎
資
料

と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

（「
出
雲
街
道
展
〜
歴
史
を
語
る
街
道
、
今
昔
〜
」
か
ら
）

ま
だ
、
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
ノ
ー
ス
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
で
は
恒
例

の
イ
ベ
ン
ト
が
始
ま
り
ま
す
。

園
内
で
育
っ
た
、
巨
大
カ
ボ
チ
ャ

の
展
示
と
重
量
当
て
ク
イ
ズ
を
１
日

（
水
）
〜
１０
月
１０
日
（
日
）
ま
で
実
施
。

ヒ
ン
ト
と
直
感
で
ピ
タ
リ
賞
を
ね
ら

っ
て
く
だ
さ
い
。
ピ
タ
リ
賞
に
は
特

製
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
ま

た
、
好
評
の
「
ケ
ー
キ
＆
デ
ザ
ー
ト

バ
イ
キ
ン
グ
」
を
１１
日（
土
）・
１２
日

（
日
）
の
１４：

００
〜
１６：

００
に
開
催
。

飲
み
物
は
フ
リ
ー
ド
リ
ン
ク
と
し
ま

す
。
料
金：

中
学
生
以
上
１，
２
０

０
円
、
小
学
生
以
下
８
０
０
円
。
制

限
時
間
は
６０
分
間
で
す
。
こ
の
他
、

「
ぶ
ど
う
狩
り
体
験
」
も
１０
月
１７
日

（
日
）ま
で
の
土
・
日
・
祝
日
に
実
施

中
。
ご
家
族
、
お
友
だ
ち
と
ご
一
緒

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

落合町指定石造美術の「追分の道標」

今も出雲街道沿線には、往時をし

のばせる数多くの文化財が点在して

います。そして、それらの文化財は、

私たちに地域の歴史を語りかけてく

れます。

● のんびりノースヴィレッジ

● じっくり美術文学館

9月19日�　9：00～14：00�
場所：ノースヴィレッジ駐車場�
朝市とフリーマーケットを同時開催。新鮮な農産物�
や特産加工品、衣類や日用品など各種ありますよ。�

�
連絡先：フリーマーケット　ＭＯＭＯ編集室　�086-245-1304　�
　　　　朝　市　　　　　　ノースヴィレッジ事務所　�38-1234

ファーマーズ朝 市 ＆ フリーマーケット
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開館時間�
10：00～18：00��
休館日�

くらしのカレンダーを�
ご覧ください。�

ゆ
っ
た
り
�

と

勝央町内の施設案内と、サイモンさんの目か�
ら見た勝央町を読みながらコーヒーブレイク�

とと

第�

号�

38

サ
イ
モ
ン
�

サイモンさんは、平
成１３年８月からＡＬ
Ｔとして勝央町教育
委員会に勤めていま
す。掲載文は英語も
日本語もサイモンさ
ん自身が書いていま
す。本人の希望によ
り、手直しはほとん
どしていません。

●

お
す
す
め
の
１
冊

●

「
え
ん
に
ち
　
奇
想
天
外
」

（
齋
藤
孝

文
・

つ
ち
だ
の
ぶ
こ

絵
／

ほ
る
ぷ
出
版
）

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
子
ど
も
た
ち
が

縁
日
に
出
か
け
、
「
前
人
未
到
の
だ

い
き
ろ
く
」
や
「
電
光
石
火
の
は
や

わ
ざ
」
な
ど
の
四
字
熟
語
を
使
っ
て

の
会
話
が
と
て
も
お
も
し
ろ
い
。
巻

末
に
は
本
文
中
に
使
用
し
て
い
る
四

字
熟
語
の
解
説
付
き
。
『
声
に
出
し
て
読
み
た
い
日
本
語
』
が
ミ
リ
オ
ン
セ

ラ
ー
と
な
っ
た
齋
藤
孝
と
つ
ち
だ
の
ぶ
こ
の
『
こ
え
に
だ
す
こ
と
ば
え
ほ
ん

お
っ
と
合
点
承
知
之
助
』
に
続
く
第
２
弾
！

●

今
月
の
イ
ベ
ン
ト

●

◆
お
は
な
し
た
い
む

絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
。

・
日
　
時
�
９
月
１１
日（
土
）、
９
月
２２
日（
水
）

１１
時
〜
　
３０
分
程
度

・
場
　
所
�
勝
央
図
書
館

●

新

着

案

内

●

・
「
な
ぎ
さ
の
媚
薬
―
敦
夫
の
青
春
ー
研
介
の
青
春
―
」

（
重
松
清

著
／
小
学
館
）

・
「
海
の
は
て
ま
で
連
れ
て
っ
て
」

（
ア
レ
ッ
ク
ス
・
シ
ア
ラ
ー

著
／
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）

・
「
ビ
ッ
グ
・
フ
ァ
ッ
ト
・
キ
ャ
ッ
ト
と

フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
・
ク
ッ
キ
ー
」（
向
山
貴
彦

著
／
幻
冬
舎
）

・
「
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
と
ま
ほ
う
の
へ
や
」

（
原
ゆ
た
か

著
／
ポ
プ
ラ
社
）

・
「
魔
の
森
レ
ス
ト
ラ
ン
」

（
怪
談
レ
ス
ト
ラ
ン
編
集
委
員
会

著
／
童
心
社
）

・
「
と
ん
と
ん
と
ん
と
」（
五
味
太
郎

著
／
ク
レ
ヨ
ン
ハ
ウ
ス
）

児

童

書

一

般

書

ホームページ
http://lib.town.shoo.okayama.jp/library/shoo-top.htm

● サイモン勝央記

● ゆったり図書館

今年は勝央町制施行５０周年

World maps have a lot to see.  For example,

fly south from Japan and you will end up in

Australia.  In July I had fun with students

searching for many countries.

A lot of my geography knowledge is from

experience, yet the world remains a mystery.

Travel increases our awareness of the world.

Recently, I've learnt a lot about flags and maps.

On TV we see worldwide images of joy and

pain.  Many are overwhelming and some leave

no impression at all.  An interest in all areas of

the world is unrealistic, yet concern for people

starts with seeing them as individuals' and the

same as us.

Currently we hear about Iraq every day.

Please don't judge the casualties by their size.

Even when only one person dies, someone has

needlessly lost a relative or friend.  How would

we feel in that situation?

IS IT A SMALL WORLD?（世界は狭いですか）

世界地図を見ると勉強になります。例えば、日本

から南の方へ行くとオーストラリアに着きます。７

月には小学校の３年生と一緒に国調べの活動を楽し

みました。

私の地理の知識の大部分は本当の体験からです

が、まだ知らないことがいっぱいです。旅行すると

世界のことに興味が広がります。最近、私は国旗や

世界地図について、いろいろなことを学びました。

今、テレビの世界中の情報から喜びも悲しみも見

えます。その中には印象的な場面もあり、印象に残

らない場合もあります。世界の各地域に関して同じ

ように平等に興味を持つことは現実的ではないと思

います。しかしながら、人間同士の理解は私たちの

ような１人ひとりの人間として見ることから始まり

ます。

今、イラクの情報は毎日入ってきます。被害の大

きさによって判断しないでください。１人だけの犠

牲でも、誰かの親戚や友だちがむだに死んだのです。

同じ場面で、私たちはどう感じるでしょうか。
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Life

２
回
目�

３
回
目�

９月１４日�
（火）�

１３：３０～　�
　　１５：３０�

１１月１７日�
（水）�

１３：３０～　�
　　１５：３０�

１２月１０日�
（金）�

１３：３０～　�
　　１５：３０�

講演「こころの病気について」�
～うつ病・うつ状態～（仮）�

講師：希望ヶ丘ホスピタル�
　　　　医師　児玉　匡史先生�

講演「自分への気づき」（仮）�
講師：川崎医療福祉大学�

医療福祉部臨床心理学科�
　　　　助教授　稲田　　正文先生�

体験「リラクゼーション法の実際」�
～呼吸法・ストレッチ法等～�

講師：河野　美枝先生�

１
回
目�

　生涯を健やかで心豊かに過ごすために心の健康づくりをし�
ませんか。気分転換をすることが苦手な人もお気軽にご参加�
ください。�

【申込締切】�
　９月８日（水）�

【申込・問い合わせ先】�
　勝英保健所保健課保健対策班　�０８６８－７２－０９１１�
　勝央町役場環境保健課　�３８－７１０２�

心の健康づくり県民講座のお知らせ�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３回シリーズ）�

「
ス
ト
レ
ス
社
会
」
と
呼
ば
れ
る

現
代
。
体
に
疲
労
が
た
ま
れ
ば
カ
ゼ

に
か
か
り
や
す
く
な
る
よ
う
に
、
心

だ
っ
て
ス
ト
レ
ス
や
疲
労
が
た
ま
れ

ば
カ
ゼ
を
ひ
い
て
し
ま
う
の
で
す
。

心
の
カ
ゼ
「
う
つ
病
」
は
、
弱
い
人

だ
け
で
な
く
、
誰
で
も
な
り
う
る
身

近
な
病
気
で
す
。

几
帳
面
、
真
面
目
、
責
任
感
が
強

い
性
格
の
人
が
う
つ
病
に
な
り
や
す

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
我
が
国

で
は
、
う
つ
病
に
な
る
人
は
一
生
の

う
ち
１５
人
に
１
人
、
過
去
１
年
間
に

５０
人
に
１
人
が
う
つ
病
を
経
験
し
て

い
ま
す
。

心
が
疲
れ
て

い
ま
せ
ん
か
？

う
つ
病
に
か
か
っ
て
い
る
人
の

１
／
４
程
度
が
病
院
に
受
診
し
て
い

ま
す
が
、
残
り
の
３
／
４
は
、
病
状

で
悩
ん
で
い
て
も
病
気
で
あ
る
と
気

づ
か
な
か
っ
た
り
、
病
院
へ
抵
抗
を

感
じ
て
い
る
た
め
受
診
し
て
い
ま
せ

ん
。う

つ
病
は
放
っ
て
お
い
て
も
自
然

に
治
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
早

く
気
づ
い
て
治
療
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

☆
次
月
号
は
、
う
つ
病
に
な
ら
な
い
た
め

に
「
ま
わ
り
が
気
づ
く
う
つ
病
の
サ
イ

ン
と
う
つ
病
へ
の
対
応
」
に
つ
い
て
掲

載
し
ま
す
。

心
の
カ
ゼ「
う
つ
病
」を

こ
じ
ら
せ
な
い
！

心
の
健
康
シ
リ
ー
ズ
①

心
の
カ
ゼ「
う
つ
病
」

今年は勝央町制施行５０周年

と　き　平成１６年９月４日(土)�
　　　　９：００　古吉野コミュニティセンター集合�
　　　　　　　　　　　　　（約２時間：およそ６km）�

コース　下町川方面�

主催：勝央町ウォーキングの会�
後援：いきいき金太郎健康の郷づくり推進会議�
※ウォーキングコースを募集しています。あなたのおすすめ�
　のコースを教えてください。�
　問い合わせ先：勝央町役場環境保健課（�３８－７１０２）�

と　き　平成１６年９月４日(土)�
　　　　９：００　古吉野コミュニティセンター集合�
　　　　　　　　　　　　　（約２時間：およそ６km）�

コース　下町川方面�

主催：勝央町ウォーキングの会�
後援：いきいき金太郎健康の郷づくり推進会議�
※ウォーキングコースを募集しています。あなたのおすすめ�
　のコースを教えてください。�
　問い合わせ先：勝央町役場環境保健課（�３８－７１０２）�

ウォ
ーキングの 集 い

ウォ
ーキングの 集 い

自己チェックしてみましょう

うつ病の可能性あり
お気軽にご相談ください。

勝央町役場環境保健課　�３８－７１０２

もしかして私はうつなの？

□　毎日の生活に充実感がない。

□　これまで楽しんでやれていたこと
が、楽しめなくなった。

□　以前は楽にできていたことが、今で
はおっくうに感じる。

□　自分が役に立つ人間に思えない。

□　わけもなく疲れたような感じがす
る。

○が２個以上で、症状が２週間以上ほと
んど毎日の人

●つらい気持ちになったり、毎日の生
活に支障が出ている人
●眠れない、食欲がない人
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�
３
位
入
賞
の
山
下
み
ど
り
さ
ん

中
学
生
ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

勝
央
中
学
校
の
成
績
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
３
位
以
上
）

◇
勝
田
郡
総
体
（
県
総
体
予
選
会
）

（
７
／
１７
、
１８
）（
◎
は
県
総
体
出
場
）

【
野
球
】

第
３
位

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子
】

（
団
体
戦
の
部
）

準
優
勝

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子
】

（
団
体
戦
の
部
）

準
優
勝

（
個
人
戦
の
部
）

◎
準
優
勝
　
治
郎
丸
沙
也
加
・
石
原

遥第
３
位
　
赤
堀
由
佳
・
皆
木
望
甫

【
卓
球
男
子
】

（
団
体
戦
の
部
）

第
３
位

【
卓
球
女
子
】

（
団
体
戦
の
部
）

◎
優
　
勝

（
個
人
戦
の
部
）

◎
優
　
勝
　
平
　
彩
夏

【
剣
道
男
子
】

（
団
体
戦
の
部
）

◎
優
　
勝

（
個
人
戦
の
部
）

◎
優
　
勝
　
尾
川

将

◎
準
優
勝
　
二
宮
誓
紀

【
剣
道
女
子
】

（
団
体
戦
の
部
）

◎
優
　
勝

（
個
人
戦
の
部
）

◎
優
　
勝
　
東
　
美
里

◎
準
優
勝
　
福
田
瑞
恵

◎
第
３
位
　
植
月
淳
子

◎
第
３
位
　
植
月
千
　

【
柔
道
男
子
】

（
団
体
戦
の
部
）

◎
優
　
勝
　
勝
央
中
学
校
Ｂ

（
個
人
戦
の
部
）

無
差
別
　
◎
優
　
勝
　
藤
澤
凌
巳

◎
準
優
勝
　
坪
内
昂
介

【
柔
道
女
子
】

（
団
体
戦
の
部
）

◎
優
　
勝
　
勝
央
中
学
校
Ａ

（
個
人
戦
の
部
）

無
差
別
　
◎
優
　
勝
　
竜
門
千
尋

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子
】

◎
準
優
勝

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
女
子
】
◎
準
優
勝

◇
美
作
地
区
中
学
校
総
合
体
育
大
会

陸
上
競
技
大
会
（
７
／
３０
）

【
男
女
】

総
合
優
勝

【
男
子
】

総
合
優
勝

１
１
０
ｍ
Ｈ
　
優
　
勝
　
橋
本
大
輔

２
０
０
ｍ
　
　
準
優
勝
　
有
岡
大
輔

４
０
０
ｍ
　
　
第
３
位
　
綱
澤
知
哉

３
０
０
０
ｍ
　
準
優
勝
　
権
田
和
樹

走
り
幅
跳
び
　
準
優
勝
　
橋
本
大
輔

砲
丸
投
げ
　
　
優
　
勝
　
有
岡
大
輔

４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
　
第
３
位

（
橋
本
大
輔
、
佐
々
木
祥
剛
、
福
田

和
弘
、
有
岡
大
輔
）

【
女
子
】

８
０
０
ｍ
　
　
第
３
位
　
竹
内
亜
紀

１
５
０
０
ｍ
　
準
優
勝
　
安
東
知
美

４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
　
第
３
位

（
小
林
明
日
香
、
龍
門
里
帆
、
北
池

萌
美
、
中
島
有
沙
巳
）

◇
第
４２
回
岡
山
県
中
学
校
総
合
体
育

大
会
（
７
／
２３
〜
３０
）（
◎
は
中
国
大

会
、
全
中
大
会
出
場
）

【
剣
道
女
子
】

（
団
体
戦
の
部
）

◎
優
　
勝

（
個
人
戦
の
部
）

◎
優
　
勝
　
東
　
美
里

◇
第
２０
回
中
国
中
学
校
剣
道
選
手
権

大
会
（
８
／
６
山
口
県
岩
国
市
）

【
剣
道
女
子
】

（
団
体
戦
の
部
）

優
　
勝

（
中
学
校
２
年
生
の
部
）

優
　
勝
　
梶
並

恵

（
中
学
校
３
年
生
の
部
）

優
　
勝
　
竹
久
春
香

第
３
位
　
高
山
由
起
子

◇
全
国
高
校
総
体
な
ぎ
な
た
大
会

（
８
／
１
〜
４
島
根
県
斐
川
町
）

﹇
試
合
競
技
・
個
人
戦
の
部
﹈

第
３
位
　
山
下
み
ど
り
（
勝
間
田
高

校
）

�

ア
ス
リ
ー
ト
た
ち�

ア
ス
リ
ー
ト
た
ち�

勝
央
中
学
校
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

全
国
大
会
に
出
場
！

８
月
１３
日
か
ら
大
阪
市
舞
州
運

動
広
場
で
開
催
さ
れ
た
第
４
回
全

日
本
中
学
生
男
女
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
に
勝
央
ク
ラ
ブ
（
勝
央
中
学

校
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
）
が
出

場
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
出
場
は

２
年
ぶ
り
２
回
目
と
な
り
ま
す
。

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
は
全
員

が
小
学
生
の
と
き
か
ら
の
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
経
験
者
ば
か
り

で
、
部
員
数
は
２４
人
。
こ
の

１
年
間
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を

大
切
に
、
基
本
練
習
に
重
点

を
置
い
て
練
習
し
て
き
ま
し

た
。
６
月
に
行
わ
れ
た
岡
山

県
予
選
会
で
は
、
１
回
戦
で

大
苦
戦
。
７
回
裏
２
点
差
の

大
ピ
ン
チ
に
キ
ャ
プ
テ
ン
の

北
池
萌
美
さ
ん
は
「
ま
だ
い

け
る
」
と
勝
利
を
確
信
。
そ

の
思
い
が
通
じ
て
見
事
に
逆

転
勝
利
し
、
そ
の
勢
い
で
順

調
に
勝
ち
進
み
、
全
国
大
会

へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し

た
。
「
２
回
戦
以
降
は
安
心

し
て
試
合
が
見
れ
た
」
と
顧

問
の
山
崎
先
生
。

全
国
大
会
の
目
標
に
つ
い
て
、

「
私
た
ち
３
年
生
に
と
っ
て
は
最

後
の
試
合
と
な
る
の
で
悔
い
の
残

ら
な
い
自
分
た
ち
の
試
合
を
し
た

い
」と
キ
ャ
プ
テ
ン
の
北
池
さ
ん
。

勝
央
町
か
ら
全
国
へ
、

頑
張
れ
！
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち

（
８
月
７
日
記
）

今年は勝央町制施行５０周年

景

ア
ス
リ
ー
ト
た
ち�

ア
ス
リ
ー
ト
た
ち�
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（成績は、勝央町内関係分のみ掲載）�

ア
ス
リ
ー
ト
た
ち�

ア
ス
リ
ー
ト
た
ち�

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

◇
第
１８
回
尚
徳
練
武
館
な
ぎ
な
た
大

会
（
７
／
１１
鳥
取
県
鳥
取
尚
徳
練
武

館
）

﹇
演
技
競
技
﹈

（
小
学
校
低
学
年
の
部
）

優
　
勝
　
梶
並
優
里
香
・
左
子
未
弓

（
小
学
校
高
学
年
の
部
）

準
優
勝
　
片
岡
愛
結
美
・
植
月
小
也

香

（
中
学
生
の
部
）

第
３
位
　
神
尾
淳
美
・
植
月
春
圭

﹇
試
合
競
技
﹈

（
小
学
校
低
学
年
の
部
）

準
優
勝
　
梶
並
優
里
香

（
小
学
校
高
学
年
の
部
）

準
優
勝
　
植
月
小
也
香

第
３
位
　
片
岡
愛
結
美

（
中
学
生
の
部
）

優
　
勝
　
竹
久
春
香

第
３
位
　
野
上
絵
未

第
３
位
　
梶
並

恵

◇
第
１
回
勝
央
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

（
７
／
１５
ス
ポ
ー
ツ
公
園
グ
ラ
ン
ド
）

（
団
体
戦
）

優
　
勝
　
吉
政
Ｂ

準
優
勝
　
勝
寿
会
Ａ

第
３
位
　
吉
政
Ａ

（
個
人
戦
）

優
　
勝
　
竜
門
百
合
子

準
優
勝
　
高
山
祐
之

第
３
位
　
鈴
木
三
郎
　

第
３
位
　
大
沢
昭
子

◇
第
３３
回
美
作
地
区
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
柔
剣
道
大
会
（
７
／
１９
武
道
館
、

中
学
校
体
育
館
）

【
柔
道
】

﹇
団
体
戦
﹈

（
小
学
校
低
学
年
の
部
）

第
３
位
　
養
徳
館
Ｃ

（
小
学
校
高
学
年
の
部
）

優
　
勝
　
養
徳
館
Ａ

準
優
勝
　
養
徳
館
Ｂ

﹇
個
人
戦
﹈

（
小
学
校
４
年
生
以
下
男
子
の
部
）

第
３
位
　
忠
政
勇
希

（
小
学
校
５
・
６
年
生
男
子
の
部
）

第
３
位
　
忠
政
則
宏

（
小
学
校
５
・
６
年
生
女
子
の
部
）

優
　
勝
　
難
波
英
里

準
優
勝
　
難
波
実
里

（
中
学
校
１
年
生
男
子
の
部
）

優
　
勝
　
藤
澤
凌
巳

【
剣
道
】
団
体
戦
の
み

（
小
学
校
低
学
年
の
部
）

優
　
勝
　
養
徳
館
Ａ

第
３
位
　
勝
央
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

（
小
学
校
高
学
年
の
部
）

優
　
勝
　
養
徳
館

（
中
学
校
女
子
の
部
）

優
　
勝
　
勝
央
中
学
校

◇
第
１２
回
全
国
中
学
生
な
ぎ
な
た
大

会
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

カ
ッ
プ
（
７
／
２５
静
岡
県
武
道
館
）

﹇
試
合
競
技
・
団
体
戦
の
部
﹈

準
優
勝
　
勝
央
な
ぎ
な
た
ク
ラ
ブ

◇
新
見
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
７
／
２５
新
見
市
新
見
ピ
オ
ー
ネ
球

場
）

優
　
勝
　
勝
央
ク
ラ
ブ

◇
全
日
本
少
年
武
道
（
剣
道
）
錬
成

大
会
（
７
／
２５
日
本
武
道
館
）

﹇
団
体
戦
﹈

優
　
勝
　
養
徳
館

◇
全
日
本
少
年
武
道
（
な
ぎ
な
た
）

錬
成
大
会
（
８
／
８
日
本
武
道
館
）

﹇
試
合
競
技
﹈

（
小
学
校
５
年
生
の
部
）

準
優
勝
　
植
月
小
也
香

第
３
位
　
片
岡
愛
結
美

今年は勝央町制施行５０周年

勝
央
中
学
校
女
子
剣
道
部

４
年
連
続
全
国
大
会
に
出
場
！

８
月
２０
日
か
ら
栃
木

県
小
山
市
で
開
催
さ
れ

た
第
３４
回
全
国
中
学
校

剣
道
大
会
の
団
体
戦
に

勝
央
中
学
校
女
子
剣
道

部
が
、
個
人
戦
に
同
中

学
校
２
年
生
の
東
美
里

さ
ん
が
出
場
し
ま
し

た
。
全
国
大
会
出
場
は

４
年
連
続
４
回
目
と
な

り
ま
す
。

女
子
剣
道
部
の
部
員

数
は
登
録
数
ぎ
り
ぎ
り

の
５
人
。こ
の
１
年
間
、

１
戦
１
戦
を
大
切
に
し

て
み
ん
な
で
頑
張
ろ
う

と
練
習
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

が
、
５
月
の
美
作
総
体
で
は
、
ま

さ
か
の
第
３
位
。
「
優
勝
で
き
る

だ
ろ
う
と
い
う
気
の
緩
み
が
あ
り

ま
し
た
」
と
キ
ャ
プ
テ
ン
の
植
月

淳
子
さ
ん
。気
持
ち
を
切
り
替
え
、

く
や
し
さ
を
バ
ネ
に
チ
ー
ム
５
人

で
ま
と
ま
っ
て
一
生
懸
命
練
習
に

励
み
、
７
月
の
県
総
体
で
は
決
勝

リ
ー
グ
３
戦
全
勝
で
優
勝
し
、
見

事
に
４
年
連
続
全
国
大
会
出
場
権

を
獲
得
し
ま
し
た
。

キ
ャ
プ
テ
ン
の
植
月
さ
ん
は

「
優
勝
を
ね
ら
っ
て
い
き
た
い
」
、

個
人
戦
出
場
の
東
美
里
さ
ん
は

「
先
輩
の
成
績
（
ベ
ス
ト
８
）
の

上
を
ね
ら
い
た
い
」
と
全
国
大
会

の
目
標
に
つ
い
て
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

勝
央
町
か
ら
全
国
へ
、

頑
張
れ
！
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち

（
８
月
１６
日
記
）

�
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今年は勝央町制施行５０周年

お
知
ら
せ�

戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別

給
付
金
の
請
求
は
お
済
み
で
す
か
。

▼
対
象
者

・
平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

１３
年
４
月
１
日
ま
で
の
間
に
、
夫
が

戦
傷
病
者
と
し
て
増
加
恩
給
等
の
障

害
給
付
を
受
け
始
め
た
場
合
、
そ
の

妻
に
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

・
右
記
の
期
間
内
に
増
加
恩
給
等
の

障
害
給
付
を
受
給
さ
れ
て
い
る
戦

傷
病
者
と
婚
姻
さ
れ
た
妻
に
、
特

別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
平
成
８
年
５
月
に
戦
傷
病
者
等
の

妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
国
債
の

最
終
償
還
を
迎
え
た
妻
で
あ
っ

て
、
戦
傷
病
者
で
あ
る
夫
が
平
成

５
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
８
年
９

月
３０
日
の
間
に
公
務
傷
病
以
外
で

死
亡
（
平
病
死
）
さ
れ
た
場
合
、

そ
の
妻
に
特
別
給
付
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

▼
請
求
期
限

９
月
３０
日（
木
）

こ
の
日
を
過
ぎ
る
と
時
効
に
よ
り

権
利
が
消
滅
し
、
受
給
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
福
祉
課

�
３８
―
７
１
０
２

岡
山
県
庁
保
健
福
祉
課
援
護
班

�
０
８
６
―
２
２
６
―
７
３
２
０

戦
傷
病
者
等
の

妻
の
皆
さ
ん
へ

収
穫
作
業
に
忙
し
い
こ
の
時
期
、

岡
山
県
内
で
は
毎
年
約
１０
人
が
農
作

業
中
の
事
故
の
犠
牲
に
な
っ
て
い
ま

す
。岡

山
県
で
は
、
「
地
域
や
家
庭
で

進
め
よ
う
農
作
業
中
の
事
故
防
止
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
秋
の
農
作
業
安

全
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
作
業
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

①
機
械
の
作
業
前
の
点
検
や
作
業
中

の
整
備
時
は
、
エ
ン
ジ
ン
停
止
と

安
全
な
運
転
操
作
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

②
コ
ン
バ
イ
ン
や
ト
ラ
ク
タ
ー
が
転

落
し
な
い
よ
う
に
、
農
道
や
田
畑

の
出
入
口
で
は
、
足
元
を
確
認
し

て
安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

③
作
業
に
あ
っ
た
服
装
を
着
用
し
、

安
全
に
作
業
を
し
ま
し
ょ
う
。

④
適
度
な
休
憩
を
と
り
、
無
理
の
な

い
作
業
を
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
辺
り
が
暗
く
な
る
前
に
、
早
め
に

作
業
を
終
了
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
産
業
課

�
３８
―
３
１
１
２

秋
の
農
作
業
安
全
運
動

９
月
１
日（
水
）〜
１０
月
３１
日（
日
）

４
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

が
、
岡
山
県
で
は
独
自
の
環
境
政
策

税
制
と
し
て
お
か
や
ま
森
づ
く
り
県

民
税
を
４
月
か
ら
導
入
し
ま
し
た
。

こ
の
税
は
次
の
三
本
柱
に
よ
り
、

森
林
の
保
全
施
策
に
限
定
し
て
使
わ

れ
ま
す
。

①
森
林
の
持
つ
公
益
的
機
能
を
高
め

る
森
づ
く
り

奥
地
林
な
ど
の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ

人
工
林
の
間
伐
や
山
土
場
か
ら
市

場
へ
の
ス
ギ
間
伐
材
を
搬
出
す
る

経
費
の
助
成
な
ど

②
担
い
手
の
確
保
と
木
材
の
利
用
促

進
新
規
就
業
者
育
成
の
た
め
の
現

場
研
修
経
費
の
助
成
や
県
産
材
を

使
用
し
た
ベ
ン
チ
の
公
共
施
設
等

へ
の
設
置
な
ど

③
各
種
情
報
の
提
供
と
森
づ
く
り
活

動
の
推
進

森
林
・
林
業
の
役
割
等
に
つ
い

て
の
広
報
活
動
や
県
民
参
加
に
よ

る
植
樹
、
保
育
活
動
等
の
開
催
な

どこ
れ
ら
の
事
業
実
績
や
効
果
に
つ

い
て
は
、
毎
年
公
表
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
林
政
課

�
０
８
６
―
２
２
６
―
７
４
５
３

お
か
や
ま
森
づ
く
り
県
民
税
の

使
途
に
つ
い
て

勝央町では、約８０％の人が下水道を使える

状態になっています。その内、約８０％の人が

実際に下水道を使っています。まだ水洗化さ

れていない人は、１日も早く下水道へ接続し

ていただき、次世代に美しい自然を引き継ぎ

ましょう。

今年度の整備地区は、田井地区の一部、植

月中地区の一部、石生地区の一部の予定です。

工事中は通行止め等でご迷惑をお掛けします

が、ご理解とご協力をお願いします。

�下水道についての問い合わせ先

勝央町役場下水道課

�３８－３１１７

「下水道　青い地球の　交通網」
（平成16年度下水道標語）

9月10日は下水道の日
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役場へのメール

総 務 課
soumu@town.shoo.okayama.jp

産 業 課
sangyou@town.shoo.okayama.jp

建 設 課
kensetsu@town.shoo.okayama.jp

税 務 課
zeimu@town.shoo.okayama.jp

町 民 課
choumin@town.shoo.okayama.jp

下水道課
gesuidou@town.shoo.okayama.jp

出 納 室
suitou@town.shoo.okayama.jp

福 祉 課
fukushi@town.shoo.okayama.jp

環境保健課
kankyouhoken@town.shoo.

okayama.jp

教育委員会
学　事　課
gakuji@town.shoo.okayama.jp

社会教育課
syakaikyouiku@town.shoo.

okayama.jp

議会事務局
gikai@town.shoo.okayama.jp

水 道 課
suidou@town.shoo.okayama.jp

募
集�

岡
山
県
と（
財
）岡
山
県
郷
土
文
化

財
団
は
、
第
８
回
岡
山
・
吉
備
の
国

「
内
田
百
　
文
学
賞
」
と
し
て
岡
山

に
ゆ
か
り
の
あ
る
文
学
作
品
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
作
品

・
長
編
小
説
部
門
　

４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
２
０
０
〜

４
０
０
枚
（
評
伝
、
紀
行
文
、
戯
曲

を
含
む
）

・
随
筆
部
門

４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
２０
枚
〜
５０

枚※
い
ず
れ
の
部
門
も
、
①
岡
山
が
舞

台
と
な
る
作
品
や
、
岡
山
県
出
身

の
人
物
、
自
然
、
文
化
、
風
土
、

物
産
な
ど
を
題
材
と
し
た
（
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
可
）
、
②
未
発
表
で
筆

者
自
身
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
作
品
が

対
象
で
す
。

▼
応
募
締
切

平
成
１７
年
５
月
３１
日（
火
）

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
７
０
０
―
０
８
１
４
　
岡
山
市

天
神
町
５
―
１８

（
財
）岡
山
県
郷
土

文
化
財
団

�
０
８
６
―
２
３
３
―
２
５
０
５

内
田
百
　
文
学
賞

作
品
募
集

相
談�

調
停
委
員
が
ご
相
談
に
応
じ
ま

す
。
秘
密
は
堅
く
守
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
　
時

９
月
１７
日（
金
）

１０
時
〜
１５
時

▼
場
　
所

津
山
市
総
合
福
祉
会
館

（
津
山
市
役
所
東
隣
）

▼
相
談
内
容

・
土
地
、
家
屋
、
農
地
、
山
林
、
金

銭
貸
借
、
交
通
事
故
な
ど
民
事
に

関
す
る
諸
問
題

・
離
婚
、
そ
の
他
家
庭
内
の
も
め
ご

と
、
相
続
、
扶
養
な
ど
家
事
に
関

す
る
諸
問
題

▼
連
絡
先

津
山
裁
判
所
庶
務
課

�
２２
―
９
３
２
６

無
料
調
停

相
談
会

平
成
１６
年
度
津
山
圏
域
消
防
組
合

消
防
士
の
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

【
第
１
次
試
験
】

▼
教
養
試
験
・
消
防
適
性
検
査
試

験
・
体
力
試
験

１０
月
１７
日（
日
）

９
時
〜

津
山
圏
域
消
防
組
合
消
防
本
部

（
津
山
市
林
田
９５
）

▼
申
込
受
付
期
間

９
月
１
日（
水
）〜
２２
日（
水
）

８
時
３０
分
〜
１７
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

津
山
圏
域
消
防
組
合
職
員
任
用
委

員
会�

３１
―
１
２
５
９

消
防
職
員

採
用
試
験

防
衛
庁
で
は
、防
衛
大
学
校
学
生
、

防
衛
医
科
大
学
校
学
生
、
看
護
学
生

を
募
集
し
ま
す
。

▼
受
験
資
格

・
防
衛
大
学
校
学
生
、
防
衛
医
科
大

学
校
学
生
は
高
卒
２１
歳
未
満
の
人

・
看
護
学
生
は
高
卒
２４
歳
未
満
の
人

▼
受
付
期
間

９
月
１０
日（
金
）〜
１０
月
１
日（
金
）

▼
試
験
日

１０
月
中
旬
〜
１１
月
中
旬
に
実
施

▼
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
町
民
課

�
３８
―
３
１
１
６

自
衛
隊
岡
山
地
方
連
絡
部
津
山
出

張
所�

２２
―
５
６
３
７

防
衛
大
学
校

学
生
等
を
募
集

全国交通安全運動は、交通ルールの遵守と正しい

交通マナーの実践、交通事故防止の徹底を図ること

を目的として、毎年、春と秋に実施しています。

秋の全国交通安全運動では、「高齢者の交通事故

防止」を運動の基本とするほか、「夕暮れ時と夜間

の交通事故防止対策の推進」「シートベルトとチャ

イルドシートの正しい着用の徹底」を重点に実施さ

れます。

秋の全国交通安全運動
9月21日（火）～30日（木）

門�胤 門�胤

今年は勝央町制施行５０周年
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～いきいき金太郎
健康の郷づくり事業～

第４回しょうおう

ちびっこまつり
日時：１０月１３日（水）

１０：００～１２：００
場所：勝央町勤労者体育センター

ボランティアや母子クラ

ブ、栄養委員、愛育委員等

の協力を得て平成１３年から

開催しているちびっこまつ

りは、今年で４回目。

世代交流を楽しむひとと

きを提供し、子どもは地域

のみんなで見守っているこ

とを知ってもらいたい。そ

んな想いがいっぱい詰まっ

た手づくりのおまつりで

す。

テーマは「いっしょにあ
そぼう～親子でふれあい・
みんなで楽しく世代交流
～」

ちびっこまつりボランティア募集
「子どもたちを地域のみんなで見守り、育てたい」そんな

想いを込めたちびっこまつりにボランティアとしてご協力く

ださい。

前日の会場の飾り付け等準備と、当日の各コーナーのスタ

ッフのお手伝いをしてくださる人を募集しています。ご協力

いただける人は、勝央町役場環境保健課（�３８－７１０２）

へご連絡ください。

～おやつを提供～
栄養委員
普段は、体づくりの基

本である食生活の大切さ

を伝える活動をしている

栄養委員は町内に５０人。

健診では、手づくりおや

つを試食してもらった

り、各地区で調理実習を

行っています。

ちびっこまつりでは、

旬の野菜（かぼちゃ）を

使った手づくりおやつを

紹介・提供します。つく

り方を覚えて、家でも挑

戦してみてください。

～親子をサポート～
愛育委員
身近で頼れる地域のお

母さん的活動をしている

愛育委員は町内に９７人。

乳幼児健診などのお知ら

せを持って１件１件お宅

を訪問したり、健診当日

には、お母さんがゆっく

り相談できるようにお子

さんの相手をしていま

す。

ちびっこまつりでは、

参加していただいた親子

に存分に楽しんでいただ

けるよう、サポートしま

す。兄弟姉妹がいらっし

ゃる人も、安心してお越

しください。

～子育て経験を生かしてお手伝い～
ぽけっと（ボランティアグループ）
親子遊びや絵本の読み聞かせ、民話の語り聞

かせなどを通じて親子のふれあいと豊かな体験

を持つ機会を提供しているボランティアグルー

プぽけっとは、月１回程度、高齢者福祉センタ

ーで人形劇や手遊び、絵本の読み聞かせなど楽

しい催しをしています。

ちびっこまつりでは、子育て経験を生かして、

運営がスムーズに進むようお手伝いします。

～母親の立場で企画～
母子クラブ

町内に７グループある母子クラブは、子育て

中の母親や子どもの交流や、子どもたちにいろ

いろな体験をさせる目的で、月１回～２回程度

の活動をしています。

ちびっこまつりでは、役員が中心となって企

画から積極的に参加し、子どもを持つ親の立場

から子どもたちが喜ぶような内容を考えます。

お気軽にご参加ください。
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◇植月北　西村　孝子（亡夫　信）

◇美　野　檜尾　敏夫（亡姉　登志子）
美野老人クラブ、南光荘にも

◇黒　坂　下山　英利（亡母　久代）

◇福　吉　下山　栄治（亡父　兼榮）
高取老人クラブにも

■勝央町へ
◇河　原　出雲井和夫　「世界遺産」（毎日新

聞社）全１２巻

■勝央町国体実行委員会へ
◇勝央局団体保険
加入者連合会　　

花いっぱい啓発用看板３６基

人の動き 平成１６年８月１日現在

人　口　１１，５６３人（前月比　－７）

男　５，５７４人　　女　５，９８９人

世帯数　３，８４７世帯（前月比　＋４）

ご寄付ありがとうございました
（敬称略）

■町社会福祉協議会へ

���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���

勝

央

短

歌

会

八

月

例

会

詠

草

抄�

枝
豆
を
食
ま
む
楽
し
み
に
播
き
し
の
み
短
か
き
旬
は
た
ち
ま
ち
に
過
ぐ岸

本
　
睦
美

今
日
も
ま
た
風
鈴
一
つ
鳴
ら
ず
し
て
汗
流
し
つ
つ
野
菜
へ
水
や
る

竹
久
　
郁
子

虹
の
立
つ
野
を
戻
り
き
て
野
仏
の
持
つ
ほ
ほ
え
み
に
掌
を
合
せ
た
り

浜
田
　
君
子

離
れ
住
む
友
の
訃
報
を
新
聞
に
読
み
て
俄
か
に
胸
の
ざ
は
め
く

水
島
さ
だ
み

喉
な
ら
し
玉
虫
色
の
首
を
も
つ
鳩
の
寄
り
来
る
城
を
出
づ
れ
ば

河
本
　
啓
子

夫
逝
き
て
手
探
り
営
農
続
き
ゐ
て
吾
子
に
託
さ
む
と
メ
モ
書
を
す
る

青
井
千
賀
江

こ
と
さ
ら
に
夕
立
に
濡
れ
つ
つ
喜
喜
と
し
て
姉
妹
二
人
は
塾
帰
り
な
ら
む

竹
久
　
英
子

午
後
三
時
西
陽
翳
り
し
畑
に
来
て
日
陰
を
追
ひ
て
草
取
り
を
な
す

石
川
　
　
都

暑
き
日
の
続
き
て
畑
は
草
ば
う
ば
う
さ
れ
ど
熟
れ
た
る
ト
マ
ト
は
う
ま
し

植
月
　
澄
子

ひ
そ
や
か
に
紅
の
扇
を
開
く
ご
と
朝
も
や
の
中
に
合
歓
の
咲
き
た
り

桧
尾
ふ
さ
子

夏
野
菜
妹
に
送
っ
て
あ
げ
よ
と
う
姑
を
逝
き
し
よ
り
夫
や
や
優
し

板
倉
　
淑
子

睡
蓮
は
猛
暑
の
中
に
楚
楚
と
し
て
水
鉢
の
中
に
白
き
花
咲
く

光
石
　
和
子

応
援
は
す
べ
て
敵
な
り
し
朝
青
龍
も
優
勝
旗
手
に
笑
顔
可
愛
ゆ
し

竹
内
千
佳
子

飲
み
残
し
し
薬
は
机
の
上
に
あ
り
今
日
は
検
査
を
夫
は
受
く
る
と

福
田
　
治
子

引
出
し
を
開
く
れ
ば
亡
母
の
顕
ち
来
た
り
形
見
の
着
物
に
樟
脳
匂
ふ

植
月
　
郁
子

園
内
の
小
川
に
花
び
ら
流
れ
ゐ
て
曲
水
の
宴
は
る
か
思
ひ
ぬ

福
島
　
文
子

砂
浜
に
パ
ラ
ソ
ル
並
び
子
や
孫
と
泳
ぎ
も
な
し
ぬ
古
稀
過
ぎ
し
夫
と

浜
田
と
よ
子

狭
ま
り
し
峡
田
に
豆
蒔
く
そ
び
ら
よ
り
こ
の
田
を
購
ひ
し
亡
き
父
が
来
る

浜
田
み
や
子

若
き
ら
の
言
分
素
直
に
受
け
止
め
て
汲
み
取
り
や
り
た
き
齢
と
な
り
ぬ板

坂
多
美
子

最近、架空の社会保険関係団体から、

年金加入者の人や家族の人に対して、

不審な手紙を送るなどといった手口

で、金銭をだましとろうとした事例が

発生しています。

社会保険庁（社会保険業務センタ

ー）、岡山社会保険事務局及び社会保険事務所では、

銀行口座を指定して現金の振り込みを依頼すること

や、指定の住所に現金の郵送を依頼することはありま

せん。不審な手紙や電話等がありましたら、最寄りの

社会保険事務所にご確認ください。

詳しくは、津山社会保険事務所（�２２－７１１６）

へお問い合わせください。

年金加入者の人への
不審な手紙や電話等に

ご注意ください！

国
民
年
金

だ
よ
り

今年は勝央町制施行５０周年
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ま
ち
の
花
つ
つ
じ

ま
ち
の
木
か
　
し

ら
は
「
新
し
い
勝
間
田
高
校

の
こ
と
が
よ
く
分
か
っ
た
。

初
め
て
目
を
隠
し
て
も
の
を

食
べ
る
と
い
う
気
持
ち
を
知

り
、
障
害
者
の
人
の
不
安
や

も
ど
か
し
さ
が
分
か
っ
た
。

訪
問
介
護
員
の
資
格
が
取
れ

る
こ
と
を
知
り
、
も
っ
と
詳

し
く
知
り
た
い
と
思
い
ま
し

た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま

し
た
。

新
設
高
校
は
、
専
門
学
科

で
は
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
育

成
、
総
合
学
科
で
は
多
様
な

人
材
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

長
期
間
の
就
業
体
験
な
ど
地

域
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら

学
校
外
の
学
習
も
充
実
し
て

い
き
ま
す
。

太
鼓
ク
ラ
ブ
誕
生

植
月
小
学
校

和

中

▼
今
月
の
表
紙
は
、
８
月
３
日
に
行
わ
れ

た
「
夏
休
み
子
ど
も
料
理
教
室
」
第
１
期

第
１
回
目
の
よ
う
す
で
す
。
こ
の
教
室
は

募
集
を
す
る
と
す
ぐ
定
員
に
達
し
て
し
ま

う
夏
休
み
の
人
気
教
室
で
す
。
あ
ま
り
の

人
気
の
高
さ
に
今
年
は
第
１
期
と
第
２
期

に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
２
回
ず
つ
行
わ
れ

ま
し
た
。
料
理
に
は
包
丁
は
欠
か
す
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
サ
ポ
ー
ト
役
の
栄
養
委

員
さ
ん
に
「
左
手
を
猫
の
手
に
し
て
」
と

教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
慎
重
に
包
丁
を

使
っ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。
参
加

し
た
子
ど
も
に
こ
の
教
室
に
ど
う
し
て
応

募
し
よ
う
と
思
っ
た
の
と
聞
く
と
「
お
も

し
ろ
そ
う
だ
か
ら
」
と
い
う
答
え
が
返
っ

て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
は
好
奇
心
の
か
た

ま
り
で
す
。
興
味
を
持
っ
て
い
る
も
の
に

ど
ん
ど
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
ら
い
た
い

と
感
じ
ま
し
た
。

▼
勝
央
中
学
校
女
子
剣
道
部
が
４
年
連
続

全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
こ
の
「
４

年
連
続
」
と
い
う
響
き
に
凄
さ
を
感
じ
ま

す
。
連
続
し
て
勝
つ
こ
と
は
大
変
難
し
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
も
部
員
数
は

こ
の
４
年
間
で
は
登
録
数
ぎ
り
ぎ
り
の
５

人
か
ら
６
人
で
。
４
年
と
い
え
ば
中
学
校

の
３
年
間
を
通
り
超
え
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
先
輩
か
ら
後
輩
へ
と
伝
わ
る
何
か
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
選
手
の
１
人
に
勝

央
中
学
校
女
子
剣
道
部
の
強
さ
に
つ
い
て

聞
く
と
「
小
学
校
の
と
き
か
ら
一
緒
に
や

っ
て
き
て
い
る
仲
な
の
で
、
１
人
ひ
と
り

の
こ
と
が
分
か
り
合
え
て
い
ま
す
。
そ
う

い
う
と
こ
ろ
を
、
お
互
い
読
み
取
っ
て
、

こ
の
人
が
不
利
な
と
き
に
は
、
『
私
が
や

ら
に
ゃ
ー
い
け
ん
』
と
い
う
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。
『
４
年
連
続
』
と
い
う
の
は
、

そ
う
い
う
気
持
ち
が
つ
な
が
っ
て
で
き
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
み
ん
な
の
お

か
げ
で
、
そ
れ
が
守
れ
て
き
て
い
る
と
思

い
ま
す
」
と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し

た
。
剣
道
は
個
人
競
技
で
す
が
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
と
は
こ
う
い
う
も
ん
な
ん
だ
な
と

い
う
こ
と
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
大
会
が
終
わ
っ
て
も
、
こ
の
気
持
ち
を

後
輩
へ
と
つ
な
げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。 あ

と
が
き

学
校
３
年
生
が
新
勝
高
を
体
験

勝
間
田
高
校

視覚障害者の介護体験

大人が変われば
「子どもは社会を映す鏡」。
そんな考え方に立って見ると、

私たち大人が先にしなければなら
ないことが、たくさんあります。

青少年育成国民会議は、こんな
「大人」を提唱していますが、い
かがでしょうか。
○行動や後ろ姿で示すことができ
る大人

○夢を持って生きている大人
○マナーをわきまえている大人
○子どものよいところは褒め、悪
いところは叱る大人

○子どもの話を聞いてあげられる
大人

○子どもと一緒に悩んでくれる大
人

○子どもの立場に立って考えられ
る大人

（教育委員会）

マ

練習風景「バチの上げ方が様になっています」

音
を
出
す
だ
け
で
、
音
階
は

関
係
な
く
、
リ
ズ
ム
に
乗
り

や
す
い
と
い
う
こ
と
か
ら
で

す
。し

か
し
、
実
際
に
は
ま
っ

す
ぐ
バ
チ
を
上
げ
る
こ
と
が

で
き
ず
、
右
手
の
音
の
方
が

強
く
な
り
が
ち
な
の
だ
そ
う

で
す
。
や
は
り
、
打
つ
基
本

を
大
切
に
練
習
を
積
み
重
ね

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

金
時
太
鼓
を
継
承
し
て
い

け
る
よ
う
に
、
児
童
た
ち
も

頑
張
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
望

ん
で
い
ま
す
。

本
年
度
か
ら
児
童
た
ち
の

希
望
に
よ
り
ク
ラ
ブ
活
動
に

和
太
鼓
ク
ラ
ブ
を
設
置
し
ま

し
た
。

部
員
数
は
、５
年
生
４
人
、

６
年
生
４
人
の
合
計
８
人

で
、
竹
内
祐
三
さ
ん
を
講
師

に
招
い
て
月
１
回
程
度
練
習

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
時
間
が
短
い
の
で
、
積

み
重
ね
の
練
習
時
間
が
も
っ

と
あ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
他

の
時
間
も
使
っ
て
集
中
的
に

練
習
を
す
れ
ば
上
達
も
早
い

そ
う
で
す
。

最
初
は
お
も
し
ろ
そ
う
で

や
る
気
満
々
と
い
っ
た
と
こ

ろ
で
し
た
。
太
鼓
を
打
っ
て

８
月
３
日
、
勝
間
田
高
校

と
日
本
原
高
校
を
統
合
し
、

来
年
４
月
に
新
設
さ
れ
る
勝

間
田
高
校
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク

ー
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
中

学
校
３
年
生
と
保
護
者
、
引

率
者
約
２
２
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

新
し
い
勝
間
田
高
校
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
の
説

明
や
新
し
い
制
服
の
紹
介
の

後
、
専
門
学
科
の
グ
リ
ー
ン

環
境
科
、
食
品
科
学
科
、
産

業
工
学
科
と
総
合
学
科
の
中

か
ら
希
望
す
る
新
学
科
の
体

験
実
習
に
参
加
し
ま
し
た
。

総
合
学
科
の
実
習
で
は

「
介
護
体
験
」
と
「
名
刺
作

成
」
を
行
い
ま
し
た
。
介
護

体
験
に
参
加
し
た
中
学
生
か



当�
当�
番�
医�
医�

�
�
�

�
�
�

　　大村医院（9：00～17：00）�
　　（38－2058）�

当�
当�
番�
医�
医�

�
�
�

�
�
�

　　さとう記念病院（9：00～17：00）�
　　（38－6688）�

�

陶芸入門講座（第5回）�
（10：00～　公民館）�

中学校運動会�

□自ファーマーズ朝市＆�
フリーマーケット�

（9：00～14：00　ノースヴィレッジ）�
【Ｐ11参照】�

小学校運動会�

�

�

�

家庭の日�

彼岸明け�

月（MON）�

�

�

�

勝央町敬老会�
（10：30～　勝央中学校体育館）�

�

�

��

�

�

�

�

世界の法の日�

敬老の日　彼岸入り　空の日　動物愛護週間�

�

火（TUE）�

�

愛育委員高取支部会�
（13：30～　高取多目的研修集会所）�

愛育委員植月支部会�
（13：30～　植月コミュニティセンター）�

◯詳風しん（受付15：30～16：00�
大村医院）�

心の健康づくり県民講座①�
（13：30～15：30�

総合保健福祉センター）【Ｐ13参照】�

◯詳家族ゼミナール�
（13：30～15：30�

勝田郡地域生活支援センター　虹）�
�

パソコン基礎講座⑥�
［インターネット］�

（19：00～22：00　公民館）�

�

白露�

�

秋の全国交通安全運動�

十五夜�

水（WED）�

パソコン基礎講座③［ワード］�
（19：00～22：00　公民館）�

◯詳麻しん（受付16：00～16：30�
太平台医院）�

□自親子遊びのつどい�
（10：00～11：00　高齢者福祉センター）�

愛育委員勝間田支部会�
（9：30～　総合保健福祉センター）�

パソコン基礎講座④［エクセル］�
（19：00～22：00　公民館）�

□自おはなしたいむ�
（11：00～　勝央図書館）【Ｐ10参照】�

◯詳風しん（受付12：30～13：00�
小坂田医院）�

パソコン基礎講座⑥�
［インターネット］�

（19：00～22：00　公民館）�

愛育委員役員会�
（13：30～　総合保健福祉センター）�

防災の日�

�

�

�

�

木（THU）�

�

パソコン基礎講座③［ワード］�
（19：00～22：00　公民館）�

愛育委員古吉野支部会�
（13：00～　古吉野コミュニティセンター）�

◯詳基本健診ひろい検診・�
前立腺がんひろい検診�

（受付8：30～9：00　　　　　　　�
総合保健福祉センター）�

パソコン基礎講座④［エクセル］�
（19：00～22：00　公民館）�

◯詳1歳6カ月児健診�
（受付12：45～13：15　　　　　　　�

総合保健福祉センター）�
�

�

□自赤ちゃん広場�
（10：30～　高齢者福祉センター）�

�

重陽　救急の日�

�

秋分の日　彼岸中日�

�

金（FRI）�

�

パソコン基礎講座③［ワード］�
（19：00～22：00　公民館）�

愛育委員吉野支部会�
（13：30～　吉野コミュニティセンター）�

パソコン基礎講座④［エクセル］�
（19：00～22：00　公民館）�

◯詳麻しん（受付13：30～14：00�
長尾医院）�

栄養委員研修会�
（9：00～　総合保健福祉センター）�

サンサン学園第3回講座�
（10：00～14：30　公民館）�

◯詳麻しん（受付13：30～14：00�
小林医院）�

◯詳育児相談［2歳児］�
（受付9：30～11：30　　　　　　　�

総合保健福祉センター）�

� �

�

交通安全の日　米の日　下水道の日【P17参照】�

�

結核予防週間�

� �

土（SAT）�

□自交通安全法令講習会�
（19：00～　公民館）【8月号Ｐ16参照】�

□自ウォーキングの集い�
（9：00～�

古吉野コミュニティセンター集合）�
【Ｐ13参照】�

□自おはなしたいむ�
（11：00～　勝央図書館）【Ｐ10参照】�

�

�◯詳麻しん・風しん�
（受付14：00～14：30　さとう記念病院）�

�

5

12

19

26

�

6
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20

27

�

7
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28

1
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22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

�

4

11

18

25

�

�

�

�

交通安全の日�

日（SUN）�

2004年�
※変更になる場合がありますのでお問い合わせください。�
　防災無線でもお知らせいたします。�
　勝央町のホームページでも見ることができます。�
□自…誰でも参加・入場できます。◯詳…裏面の詳細をご覧ください。�

当�
当�
番�
医�
医�

　　さとう記念病院（9：00～17：00）�
　　（38－6688）�
　役場日曜窓口業務（8：30～12：00）�

当�
当�
番�
医�
医�

　　小坂田医院（9：00～17：00）�
　　（38－2043）�
　役場日曜窓口業務（8：30～12：00）�

当�
当�
番�
医�
医�

　　さとう記念病院（9：00～17：00）�
　　（38－6688）�
　役場日曜窓口業務（8：30～12：00）�

当�
当�
番�
医�
医�

　　太平台医院（9：00～17：00）�
　　（38－5775）�
　役場日曜窓口業務（8：30～12：00）�

月�
月に納めていただくもの�9

※9月に納めていただく税などは　�
　　　　　9月30日が納期限です�

ホームページアドレス　http://www.town.shoo.okayama.jp

�

�

10/3

当�
当�
番�
医�
医�

　　小林医院（9：00～17：00）�
　　（38－2008）�
　役場日曜窓口業務（8：30～12：00）�

しょうおううおう�しょうおう�

パソコン基礎講座②［ワード］�
（13：00～16：00　公民館）�

小学校始業式�

パソコン基礎講座②［ワード］�
（13：00～16：00　公民館）�

パソコン基礎講座②［ワード］�
（13：00～16：00　公民館）�

◯詳三種混合（受付13：30～14：00�
総合保健福祉センター）�

□自交通安全法令講習会�
（19：00～　公民館）【8月号Ｐ16参照】�

日�

�

5

12

19

26

月�

�

6

13

20

27

火�

�

7

14

21

28

水�

1

8

15

22

29

木�

2

9

16

23

30

金�

3

10

17

24

�

土�

4

11

18

25

�

今月の休館日　図書館（　）・美術文学館（　）�

上 下 水 道 料…８・９月分�

固 定 資 産 税………３期分� 国民健康保険税………４期分�

　　　　　　　　　…４期分�介護保険料（普通徴収）�

労働衛生週間　法の日�

◯詳三種混合（受付13：30～14：00�
総合保健福祉センター）�

10/1 �

�

10/2

里親デー�

�

10/4 �

�

10/5



月　保健・行事などの詳しい内容�
～カレンダーに◯詳マークがあるものの内容です～�

保�健�
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
右
記
の
日
程
で
都
合
の
悪
い
人
は
、�

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
�
３８
―
７
１
０
２
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

38
局�

行�事�

�
�
�
�
�
�
�
　　　　　　　　　　　…3116

（町施設）�
　勝央町役場�
　　総務課（代表兼）………3111�
　　産業課…………………3112�
　　建設課…………………3113�
　　税務課…………………3114�
　　町民課（国保係）………3115�
　　町民課（戸籍住民係・年金係）�
　　下水道課………………3117�
　　下水処理場……………5519�
　　出納室…………………1751�
　　議会事務局……………1754�
　　総合保健福祉センター（福祉課・環境保健課）�
　　　　　　　　　　　…7102�
　　長尾山斎場……………3820�
　　水道課…………………5522�
　勝央町教育委員会�
　　学事課…………………1752�
　　社会教育課……………1753�
　　公民館…………………2580�
　　植月コミュニティセンター…5991�
　　吉野コミュニティセンター…5974�
　　古吉野コミュニティセンター…5373�
　　高取多目的研修集会所…5119�
　　勝央美術文学館………0270�
　　勝央図書館……………0250�
　　勤労者体育センター…5471�
（保育園）�
　勝間田保育園……………2179�
　植月保育園………………2366�
　吉野保育園………………5025�
　古吉野保育園……………2838�
　高取保育園………………2655�
（学校）�
　勝間田小学校……………3188�
　植月小学校………………2313�
　吉野小学校………………2821�
　古吉野小学校……………2343�
　勝央中学校………………3148�
　勝間田高校………………3168�
（ＪＡ勝英）�
　勝央主幹支店……………3131�
　勝間田支店………………3158�
　植月支店…………………4211�
　吉野支店…………………5155�
　古吉野支店………………5148�
　高取支店…………………4165�
　経済課みどり……………3162�
（郵便局）�
　勝央郵便局………………2000�
　植月郵便局………………2300�
　豊久田簡易郵便局………3263�
　石生郵便局………………2330�
　黒坂簡易郵便局…………3533�
（その他）�
　高齢者事業団……………3111�
　社会福祉協議会…………2160�
　勝間田交番………………2666�
　石生駐在所………………5427�
　商工会……………………2500�
　森林組合…………………2178�
　し尿処理場………………2209�
　勝央清掃…………………2271�
　ノースヴィレッジ………1234�
　勝英農業共済組合………1240�
　河原ライスセンター……2475�
　勝央福祉会（勝央苑）……1880�
　南光荘……………………2171�
　勝田郡地域生活支援センター「虹」…0161

三種混合�
�実施日�
�対象児�

麻しん�
�実施日�
�対象児�
�料　金�
�申　込�
�

風しん�
�実施日�
�対象児�
�料　金�
�申　込�
�

1歳6カ月児健診�
�実施日�
�対象児�
�持参物�

育児相談�
�実施日�
�対象児�
�内　容�

基本健診ひろい検診（未受診者の皆さんは受診しましょう）�
�実施日�
�料　金�
�
�
�注意事項�
�
�
�

前立腺がんひろい検診（未受診者の皆さんは受診しましょう）�
�実施日�
�料　金�
�
�

ゴミ収集振替日［可燃ゴミのみ収集］�
★20日（敬老の日）のゴミ収集は休業します。�
　�振替日�
�
★23日（秋分の日）のゴミ収集は休業します。�
　�振替日�

�
3日、10月1日�
3カ月～7歳6カ月�

�
8日、17日、24日、27日�
1歳～7歳6カ月�
無料�
希望日の3日前までに総合保健福祉センターへ（3日前
が休日の場合はその前日までに申し込んでください）�

�
14日、22日、24日�
1歳～7歳6カ月�
無料�
希望日の3日前までに総合保健福祉センターへ（3日前
が休日の場合はその前日までに申し込んでください）�

�
16日�
平成15年1・2・3月生まれ�
母子手帳、健康診査票、生活記録票、育児アンケート�

�
27日�
平成14年7・8・9月生まれ�
保健師・栄養士による相談、身体測定など�

�
9日�
39歳まで 　6,719円�
40歳～69歳　1,300円�
70歳以上 　無料�
・前日は午後9時以降、絶食してください�
・当日は血液検査が終わるまで、絶食してください�
・病気のある人は主治医に相談してください�
・朝1番の尿を忘れずに、ご持参ください�

�
9日�
39歳まで 　2,300円�
40歳～69歳　1,100円�
70歳以上 　無料�

�
�
22日�　8：30までに各収集場所へ�
�
�
24日�　8：30までに各収集場所へ�

衛�生�

家族ゼミナール�
　心に病気をもつ人が家族にいると、接し方や病気の症状に戸惑うことも多いと思います。�
よりよいコミュニケーションができるために、他の家族と交流をもちながら、病気につ
いて学んだり、お互いに支えあっていきませんか？�
�日　時�
�
�
�
�
�
�
�
�
�場　所�
�対象者�
�申込・問い合わせ先�

�
�
�
�
第1回　9月21日�　13：30～15：30�
　　　　テーマ：こころの病気について～統合失調症の理解と経過、薬を中心～�
　　　　講　師：希望ヶ丘ホスピタル医師　児玉　匡史先生�
第2回　11月中（未定）　13：30～15：30�
　　　　テーマ：よりよいコミュニケーションをつくるために�
　　　　講　師：（未定）�
第3回　12月1日�　13：30～15：30�
　　　　テーマ：精神保健福祉サービスの上手な活用～施設とサービスの紹介～�
　　　　講　師：精神保健福祉士、保健師�
勝田郡地域生活支援センター　虹（勝間田高校の東）�
精神疾患について学びたいと思っているご家族�
�
勝央町役場環境保健課�
�（0868）38－7102

ミ�ニ�情�報�９月の�

白露（しらつゆ）…二十四節気の一つで、草木の葉に本格的な秋の到来を告げる�
　　 　　　　　 白露が宿る、という意味。現実には、まだまだ残暑が厳しいと�
　　 　　　　　 いう年も多い。（9／7）�

重陽（ちょうよう）…中国では古来、奇数を陽の数とし、九が二つ重なる日を「重�
　　 　　　　　　 陽」といい、菊酒を飲んで延命を願ったり、高所に登って邪�
　　 　　　　　　 気を払うなどの行事があった。これが奈良時代の日本に伝�
　　 　　　　　　 わり、江戸時代には五節句の一つになった。（9／9）�

下水道の日…建設省が昭和36年に下水道整備の促進について、国民の協力�
　　　　　　を得るため、この日を中心に一週間を「全国下水道促進デー」�
　　　　　　とした。のちに「下水道の日」となった。（9／10）�
敬老の日【国民の祝日】…多年にわたり社会につくしてきた老人を敬愛し、長�
　　　　 　　　　　　 寿を祝う日。（9／20）�

秋の彼岸入り…秋分の日を中央にはさんだ一週間を「秋の彼岸」といい、そ�
　　　 　　　　　 の最初の日を「彼岸入り」という。（9／20）�

秋分の日【国民の祝日】…祖先をうやまい、なくなった人々をしのぶ日。（9／23）�
　　　　 　　　　　　 二十四節気の一つで、昼と夜の長さが等しくなる日。「春分」と同�

　　　　 　　　　　　 様、太陽が真西に沈むところから、西方に極楽浄土があるとする�

　　　　 　　　　　　 仏教にとって重要な日とされる。�




